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１．地域特性および地域公共交通の現状 

１-１.沖縄市の地域特性 
 

１-１-１.位置・地勢 
 

沖縄市は、沖縄本島の中部に位置し、

うるま市や北中城村に囲まれています。

また、那覇市の中心市街地と約 20 ㎞圏

内に位置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         図 １ 沖縄市の位置 

 

本市の地勢は、海岸部の東部地域に低

地が広がり、中部から北部にかけて標高

が高くなっており、市内で約 130ｍの高低

差が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             図 ２ 沖縄市の地勢 

  出典：国土地理院・色別標高図（海域部は海上保安庁海洋情報部の資料を使用して作成） 

 

資料：国土数値情報 

 



2 

 

１-１-２.人口・世帯数等 

（１）人口分布および推移 

沖縄市の総人口は昭和 60（1985）年の 101,210 人から、令和 2(2020)年の 142.752 人と

約 1.4 倍増加しており、国立社会保障･人口問題研究所の推計によれば、令和 22(2040)年

以降減少に転じる見込みであり、年少人口（0～14 歳）の推移については、令和 12(2030)

年以降減少に転じる見込みとなっています。 

一方で、高齢化率は上昇傾向にあり、令和 2(2020)年の 21.1%から今後 30 年間で 33.8％

まで上昇する予測となっています。 

 
図 ３ 人口の推移と将来推計 

 

本市の人口分布状況は、主に用途地域

内に集中しており、中部地域・西部地域

の国道 330 号沿道の住宅地や東部地域の

泡瀬や高原で人口集積が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図 ４ 総人口の分布状況（250mメッシュ）  

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 

 

資料：国土数値情報、基盤地図情報、沖縄市資料、国勢調査（令和２年） 
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高齢化率については、市役

所周辺の中心部と北部地域で

高くなっており、特に北部地

域登川では高齢化率が 40％

を超えるエリアが分布してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       図 ５ 高齢化率の状況（250ｍメッシュ） 

 

 

年少人口は、市中心部より

も郊外部において人口集積が

見られ、特に中部地域の美里

や東地区、東部地域の大里、

高原地区で 200 人以上のエリ

アがみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      図 ６ 年少人口分布（令和 2年） 

資料：国土数値情報、基盤地図情報、沖縄市資料、国勢調査（令和２年） 

出典：国勢調査_250m 人口メッシュ（令和 2 年） 
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（２）地域別の状況 

令和 2（2020）年時点では、東部地域の人口

が最も多く、総人口の 3 割を占めています。

次いで中部、西部、北部地域の順に多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８ 地域区分の図 
資料：都市計画マスタープラン 

図 ７ 地域別人口（令和 2年） 
出典：国勢調査（令和 2年） 
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西部地域では 65 歳以上の

人口が 27％と比較的高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９ 地域別の年代別人口の割合（令和７年） 
資料：住民基本台帳（令和 7 年 11 月） 

 

東部地域では、いずれの年代でも増加傾向にあります。 

老年人口は全地区で増加傾向となっており、特に東部地域と北部地域では、平成 12

（2010）年から令和 2（2020）年の 20 年間で約 2.5 倍以上増加しています。 

西部地域では、年少人口・生産年齢人口が減少傾向にあります。 

 

 

図 １０ 地域別の年代別人口の推移（H12=1.00） 
資料：国勢調査 

北部地域 

西部地域 

中部地域 

東部地域 
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（３）世帯数等 

世帯数は一貫して増加傾向にあり、昭和 60（1985）年から令和 2（2020）年にかけて 2

倍以上に増加しています。 

世帯人員（1 世帯当たりの平均世帯員数）は、昭和 60（1985）年の 3.57 人から令和 2

（2020）年の 2.31 人に減少しています。 

 

図 １１ 世帯数および世帯人員の推移 
出典：国勢調査 
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１-１-３.道路交通状況 
 

本市の渋滞状況をみると、現在主要渋滞箇所は 11 箇所、3 区間となっており、そのうち

2 区間の 1 部で解除されていますが、以前として、県内でも渋滞が発生している状況で

す。 

 

 

図 １２ 主要渋滞箇所の状況 
資料：令和 6 年度第 1 回沖縄地⽅渋滞対策推進協議会資料（R6 年 7 月 31 日開催） 
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１-１-４.住民の移動特性 

（１）使用データ 

 

本計画では、国勢調査、市民アンケート調査、PT 調査、人流データを用いて、住民の移動

特性を分析しました。 

使用したデータの概要について以下に示します。 

 

表 １ アンケート調査の概要 

データ 令和 6年住民アンケート調査 令和 7年市民アンケート調査 

調査対象 ・ 18 歳以上の住民 3,000人（無作為

抽出） 

・ 15 歳以上 89歳未満の住民 2,800

人（無作為抽出） 

調査実施時期 ・ 2025年 8 月 ・ 2026年 10 月 

主な調査項目 ・ コンパクトなまちづくりに対する

考え方や居住地、公共交通等に関

する意向 など 

・ 公共交通の利用の有無、利用実

態、改善要望 など 

回収結果 ・ 607 件（回収率 20.2％） ・ 834 件（回収率 29.8％） 

 

表 ２ ビックデータの分析概要 

データ  

対象データ ・ 令和 6 年 10月の平日 1日の平均移動状況 

・ 沖縄市全域に発・着のいずれかのデータがあるトリップ 

トリップ ・ 15 分以上の滞在があった場所間の移動を 1 トリップとしてカウント 

データ項目 ・ 移動目的： 

➢ 滞在先の位置情報、同位置にある施設情報、滞在時間情報より推定 

・ 移動時間 

・ 属性（20 歳以上） 

➢ 居住者：直近１ヶ月の夜間（22～29 時）の最頻滞在地 

➢ 勤務者：平日一日を選択し、8 時～20 時の間に合計 6 時間以上いる場

所等 

➢ 来訪者：上記を除く対象エリアに 15 分以上滞在があった人 

など 

地域 ・ 都市計画マスタープランの 8 地域で整理 

 

表 ３ PT調査の分析概要 

データ  

対象データ ・ 令和 4 年 9月 2 日～令和 5 年 1 月 2 日のある 1日（平日）の交通を対象

としたアンケート調査結果 

トリップ ・ ある目的を持った出発地から到着地までの移動を 1 トリップとする 

調査項目 ・ 移動目的 

・ 時間帯 

・ 移動した「交通手段」 

・ 属性（調査対象世帯の 5 歳以上の人全員が対象）  など 

対象区域 ・ C ゾーン（全 131 ゾーン） 
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（２）通勤・通学流動の概要（令和 2年国勢調査） 

１） 通勤流動 

通勤による人の移動は、流出超過の状況にあります。 

市外への流出は、うるま市、那覇市、宜野湾市の順に多く、市外からの流入は、うるま

市、宜野湾市、読谷村の順に多くなっており、隣接するうるま市との結びつきが強くなっ

ています。 

 

図 １３ 通勤による流入・流出図 
出典：国勢調査（令和 2年） 

 

図 １４ 通勤による人口流動 
※15 歳以上就業者 

資料：国勢調査（令和２年） 
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図 １５ 通勤による人口流動の内訳 
※15 歳以上就業者 

※その他：通学市区町村「不詳・外国」を含まない 

資料：国勢調査（令和２年） 

２） 通学流動 

通学による人の移動は、流出超過の状況にあります。 

市外への流出は、宜野湾市、うるま市、那覇市の順に多く、市外からの流入は、うるま

市、宜野湾市、読谷村の順に多くなっています。 

通学時の移動手段は自家用車が 41.5％と最も多くなっていますが、公共交通も約 26％利

用されています。 

 

図 １６ 通学による流入・流出図 
出典：国勢調査（令和 2 年） 
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図 １７ 通学による人口流動 
※15 歳以上通学者 

資料：国勢調査（令和２年） 

 

 

図 １８ 通学による人口流動の内訳 
※15 歳以上通学者 

※その他：通学市区町村「不詳・外国」を含まない 

資料：国勢調査（令和２年） 

３） 通勤・通学時の利用交通手段 

通勤時は自家用車が 80％を占めていますが、通学時の公共交通利用率は全体の約

26％を占め、高くなっています。 

 

図 １９ 通勤・通学時の移動手段（沖縄市常住者） 
資料：国勢調査（令和２年）  
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（３）生活の行動別の移動状況 

１） 日々の買い物 

日々の買い物では、各地域ともに 60％以上が市内の商業施設を利用しており、全体では

約 77％が市内の商業施設を利用しています。 

地域別に見ると、北部地域では、約 1/4 以上が市外の施設を利用しており、中部、北部

地域はうるま市への流出がやや多くなっています。 

 

図 ２０ 日々の買い物での外出先 
出典：住民アンケート調査結果（令和 6 年） 

 

なお、店舗名が明らかな具体的な

外出目的地としては、サンエー具志

川メインシティが最も多くなって

おり、ついで、サンエー中の町タウ

ン店となっています。東部地域の買

い物施設に対して、回答が多くみら

れます。 

  
図 ２１ 「日々の買い物」の外出目的地：上位 5位 

資料：住民アンケート調査結果（令和 6 年） 
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① 日々の買い物（高齢者） 

高齢者の日々の買い物の移動状況を見てみると、特に後期高齢者（70 歳以上）について

は、高齢化率の高いエリアが分布する北部地域・中部地域で、全体の移動と比べて地域内

の移動が多い傾向が見られます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：住民アンケート調査結果（令和 6 年） 

  

図 ２３ 日々の買い物での外出先（後期

高齢者（70歳以上））  N=98 
 

図 ２２ 日々の買い物での外出先（前

期高齢者（50歳以上））  N=184 
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２） 特別な買い物 

特別な買い物では、市内の商業施設の利用は約 20％にとどまり、約 80％が市外の施設を

利用しています。隣接市町村のうるま市が約 44％、北中城村が約 33％と多くなっており、

県南部の利用も約 1％存在します。 

地域別に見ると、北部地域、中部地域はうるま市の施設の利用が多く、半数以上を占め

ており、東部地域、西部地域は北中城村の施設を利用が多くなっています。 

 

 

図 ２４ 特別な買い物での外出先 

出典：住民アンケート調査結果（令和 6 年度） 

 

なお、具体的な外出目的地として

は、北中城村に位置する「イオンモ

ール沖縄ライカム」が多くなってお

り、全体の約 26%を占め、次いで、

うるま市の「サンエー具志川メイン

シティ」が多くなっています。 

 

 
図 ２５ 「特別な買い物」の外出目的地：上位 5位 

資料：住民アンケート調査結果（令和 6 年度） 
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３） 通院 

通院では、約 75％が市内の医療施設を利用しており、北部地域と西部地域では、地域内

の医療施設の利用が多く、約半数を占めています。 

市外の施設の利用は、隣接市町村のうるま市が約 7％、北中城村が約 12％となってお

り、地域別に見ると、北部地域はうるま市、東部南地域、西部地域は北中城村の施設の利

用が比較的多くなっています。 

 

図 ２６ 通院での外出先 
出典：住民アンケート調査結果（令和 6 年） 

 

なお、具体的な外出目的地として

は、ちばなクリニックや中頭病院な

ど、北部地域の病院が多くなってい

ます。 

  

図 ２７ 「通院」の外出目的地：回答数 10件以上 
資料：住民アンケート調査結果（令和 6 年度） 
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（４）運転免許保有状況 

市民の運転免許保有状況を見ると、全体としては、高齢者も含めて住民の約 9 割が運転

免許を所有し、実際に運転しています。 

男女別･年齢別の運転免許保有状況を見ると、男性の 20～70 歳未満、女性の 20～69 歳未

満で 85％以上が運転免許を保有しています。 

60 歳以上では、免許保有率に男女差が見られるものの、女性でも約 68％が「運転免許保

有し、実際に運転している」と回答しています。一方で、80 歳以上では男女ともに約 3 割

が「以前は自動車の運転免許を持っていたが、返納した」と回答しています。 

 

 
図 ２８ 運転免許の保有状況 

資料：市民アンケート調査結果（令和 7 年） 
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（５）公共交通分担率 

１） 沖縄市全体の移動傾向 

沖縄市に発又は着地点があるトリップをみると、近隣市町村のうち、うるま市や北中城

村、北谷町との結びつきが強い傾向がみられます。 

 

 

図 ２９ 沖縄市と周辺市町村の移動傾向 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 
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２） 地域間の移動傾向 

地域を 8 地域に区分し、移動傾向をみたところ、国道 330 号が通る西部南～西部北～

中部南～中部北で強い結びつきがみられます。 

また、東部南地域は、地区内の移動量が最も多く、東部北地域との結びつきが強くな

っています。 

 

 

図 ３０ 地域間の移動傾向 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10）  
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３） 市内の移動量の分布と運行頻度 

前節のとおり、東部地域での移動量が多くなっていますが、東部地域を運行する公共

交通については国道 329 号以外は、泡瀬営業所に向かう路線バスと循環バス東部ルート

のみとなっており、運行頻度が少ないエリアとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 ３１ 沖縄市内発・着トリップの分布状況 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 

※沖縄市内にある発・着地点の位置情報データを 250m メッシュに集約し、メッシュ別の移動量を表示  
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４） 方面別公共交通分担率 

沖縄市を出発地とする方向別の交通手段は、全ての市町村への移動で自動車の利用割合

が最も高くなっています。 

沖縄市内での移動については、徒歩が約 22％存在しており、那覇市、宜野湾市、西原町

など広域の移動については、バスの利用割合が若干高くなっています。 

 

図 ３２ 方面別公共交通分担率 

５） 沖縄市内の自動車分担率 

自動車の利用割合は全体的

に高い傾向がみられますが、

中部地域のコザ十字路～胡屋

十字路を含むゾーンにおい

て、分担率が比較的低くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 ３３ 発ゾーン別交通手段分担率（自動車） 
出典：いずれも PT 調査  
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６） 時間帯別の移動量 

沖縄市を出発地とする移動のトリップ数、時間帯別交通手段をみてみると、トリップ数

は、7 時台、8 時台と通勤、通学の時間帯が高くなっており、次いで、16 時台、17 時台、

18 時台の帰宅時間帯の順に多くなっています。 

交通手段はすべての時間帯で自動車が最も多いですが、通勤通学、帰宅時間帯では徒歩

やバス等の公共交通での移動も一定割合存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３４ 出発時間帯別交通手段 
出典：PT 調査 

移動量の多い朝の時間帯をみると、通勤・通学で一定数バスを利用した移動がみられま

す。 

 

図 ３５ 目的別交通手段（４時～８時） 
出典：PT 調査 
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７） 地域別の移動の傾向 

各地域にトリップの始点又は終点が存在する移動を対象に、地域別の移動の特性を整

理しました。平日のトリップを対象とし、50 トリップ以上を図示しています。 

 

② 北部地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３６ 北部地域を到着地とする移動の傾向（拡大図） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 
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図 ３７ 北部地域を出発地とする移動の傾向（拡大図） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10）  
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③ 東部地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３８ 東部地域を到着地とする移動の傾向（拡大図） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 
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図 ３９ 東部地域を出発地とする移動の傾向（拡大図） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10）  
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④ 中部地域 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４０ 中部地域を到着地とする移動の傾向（拡大図） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 

 

  

中城村南上原方面 東部地域（泡瀬） 

今帰仁村呉我山方面 

うるま市 
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図 ４１ 中部地域を出発地とする移動の傾向（拡大図） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10）  

読谷村座喜味方面 

北中城村方面 
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⑤ 西部地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４２ 西部地域を到着地とする移動の傾向（拡大図） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 

 

  

那覇市松尾方面 

嘉手納町 

うるま市（石川方面） 
うるま市（具志川方面） 
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図 ４３ 西部地域を出発地とする移動の傾向（拡大図） 

 

500ｍ程度の短い距離のト

リップが多くなっており、中

の町エリアや 330 号沿道、山

内の住宅街等を中心とした、

近距離での移動が特徴として

挙げられます。 

特に中の町エリアや 330 号

沿道は、トリップが連続して

いることから、施設間を周遊

するような移動が生じている

と考えられます。また、地域

内で完結するのではなく、北

部地域や東部地域への移動へ

の移動に繋がる接続地点とな

るようなエリアが見られま

す。 

 

                            図 ４４ 西部地域の移動の拡大図 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 

※発着地点が西部地域にある移動  

北谷アメリカンビレッジ 

北部地域（池武当） 
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１-１-５.観光の動向 
 

（１）観光客数等の状況 

沖縄市の観光入込客数は、平成 30 年度まで増加傾向にあったが、令和 2 年度より新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響により減少に転じ、令和 3 年度は 249 万人となった。しか

し、令和 2 年度と比較すると 39 万人程度増加しており、回復の兆候が伺えます。 

また、沖縄市における延べ宿泊者数の推移を見ると、令和 3 年から令和 4 年にかけて増

加傾向にあり、約 8 万人増加しています。 

 

 

図 ４５ 観光客数の推移 
資料：令和 4 年度沖縄市観光統計 

 

 

 

図 ４６ 沖縄市における延べ宿泊者数の推移 
資料：宿泊統計調査（沖縄市観光物産振興協会） 
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（２）観光施設等の立地状況と施設間の移動の状況 

市内には、市の中心部にコザ一番街や中央パークアベニュー、コザゲート通りなど、沖

縄市ならではの景観を有する商業施設・商店街が集中している他、市境部や市街地縁辺部

に東南植物楽園や総合運動公園、沖縄こどもの国、沖縄アリーナなどの大型施設が立地し

ています。 

観光に関する移動状況をみると、胡屋バス停等中心市街地周辺の市南側のエリアに施設

が集中しており、施設間移動も多く見られる一方、中心市街地から外れた市北側の施設等

の間では移動が見られない状況があります。また、北側の施設周辺には、公共交通が運行

しておらず、市外から自家用車以外で訪れた観光客の移動手段が不足している状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４７ 沖縄市内の主要観光地と観光地間の移動について（休日） 
資料：国土数値情報、沖縄市 HP 

※40Triｐ以上かつ上位 20 位までの移動を表示  
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（３）沖縄アリーナに関する移動状況 

沖縄アリーナに関しては、各種イベントが開催されており、特に B リーグの開催時期に

ついては、1 試合につき約 6,000人の観戦客が来訪しています。事業者ヒアリングやアン

ケート等では、「沖縄アリーナのイベント前後で送迎等による渋滞が発生する」といった

意見も見られることから、B リーグの試合前後の時間帯を基準として移動状況を整理しま

した。 

沖縄アリーナを出発地とする休日 20 時以降の移動状況を見てみると、アリーナ周辺の駐

車場やコザ商店街・中の町エリアやキングスが運営するシャトルバスの利用によるイオン

モール沖縄ライカムへの移動がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４８ 沖縄アリーナを出発地とする移動（休日・20時以降） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10）  

  

沖縄アリーナ 

イオンモール沖
縄ライカム 
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沖縄アリーナ周辺の総合運動公園等の駐車場や BC コザ等の駐車場が立地するエリアにト

リップ数が集中している他、園田バス停があるエリアも多くなっており、帰宅時の公共交

通の利用が考えられます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４９ 沖縄市内の主要観光地と観光地間の移動について（休日） 
資料：国土数値情報、沖縄市 HP 

※40Triｐ以上かつ上位 20 位までの移動を表示 
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図５０ 沖縄アリーナを目的地とする移動（休日・12～15時）（拡大図） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 
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（４）市外の観光施設への移動状況 

網形成計画では、周辺市町村の観光地と沖縄市を結ぶバス路線数が評価項目の 1 つに位

置付けられていたことを踏まえて、市外の観光地として、北谷町の北谷アメリカンビレッ

ジとうるま市の勝連城との移動の状況を整理しました。 

 

１） 北谷アメリカンビレッジとの移動状況 

北谷アメリカンビレッジとの移動についてみると、直接公共交通で移動できない場所

で移動ニーズが高いメッシュが分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５１ 北谷アメリカンビレッジを到着地とする移動（休日） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 

 

  

北谷アメリカンビレ

ッジ 

勝連城 
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図 ５２ 北谷アメリカンビレッジを出発地とする移動（休日） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 

 

  

北谷アメリカンビレ

ッジ 

勝連城 
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２） 勝連城との移動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図 ５３ 勝連城を到着地とする移動（休日） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５４ 勝連城を出発地とする移動（休日） 
資料：国土数値情報、GEOTRA Activity Data（R6.10）  

北谷アメリカンビ

レッジ 

勝連城 

北谷アメリカンビ

レッジ 

勝連城 
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１-２.公共交通の現状 
 

沖縄市内では、国道 329 号及び国道 330 号などの主要道路を中心に民間の路線バスが運

行しており、南北に通過する沖縄自動車道を高速バスが運行しています。また、路線バス

が運行していない区域をカバーする形で沖縄市役所を中心に循環で運行するコミュニティ

バス「沖縄市循環バス」が運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５５ 公共交通ネットワークの概況 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、沖縄市資料、那覇バス・琉球バス交通バスロケーションシステム  
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図 ５６ 高速バス・路線バス・循環バス運行頻度図 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、沖縄市資料、東陽バス HP、沖縄バス HP、やんばる急行バス HP、那覇バ

ス・琉球バス交通バスロケーションシステム 
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１-２-１.高速バス・路線バスの概要 
 

（１）高速バスの運行概要 

沖縄市内の高速バスの停留所は、沖縄自動車道内に「山里（高速内）」、「沖縄南Ｉ

Ｃ」、「池武当（高速内）」、「沖縄北ＩＣ」の 4 カ所あり、5 路線が運行しています。

ただし、113 番、123 番、127 番の 3 路線については、那覇～山里（高速内）間は沖縄自動

車道を運行していますが、山里（高速内）以降は、国道 330 号を運行しています。 

那覇市～名護市を結ぶ 111 番、117番と、那覇市～沖縄市を結ぶ 113 番、那覇空港と本

島北部を結ぶ YK888 は、沖縄総合事務局の幹線バスに係る調査報告書において幹線バス＊

として位置づけられており、特に那覇空港～名護バスターミナルを結ぶ 111 番は、上りが

1 日 12 回、下りが 13 回運行しています。 
＊沖縄総合事務局運輸部企画室_沖縄本島における幹線バス路線網のあり方に係る調査事業報告書 

 

表 ４ 沖縄市内を経由する高速バスの系統一覧（令和 7年 11月時点） 

路線 系統 起点 経由地 終点 運行事業者 
系統 

キロ 

  

運行日 

1日あたりの

運行回数※1

（往復） 

バス停数 うち沖縄市

内バス停数 

111 

高速バ

ス 

国内線

旅客タ

ーミナ

ル前 

沖 縄

南 IC 

名 護

BT 

那覇バス 76.4km 21 2 平日・ 

土日祝 

2.0回/日 

琉球バス 76.5km 3回/日 

沖縄バス 76.0km 2.5回/日 

東陽バス 76.0km 5.0回/日 

113 

具志川

空港線 

那覇空

港 

コザ 具 志

川 

琉球バス 39.6km [上り]51 

[下り]52 

13 平日・

土 

平日：5.0

回/日 

土：6.0回/

日 

117 

高速バ

ス 

( 美 ら

海 直

行) 

国内線

旅客タ

ーミナ

ル前 

石 川

IC 

ホ テ

ル オ

リ オ

ン モ

ト ブ

＆ ス

パ 

那覇バス 97.9km 24 2 平日・ 

土日祝 

4.0回/日 

琉球バス 98.0km 3.0回/日 

沖縄バス 97.5km 1.5回/日 

123 
石川空

港線 

那覇空

港 

コザ 石 川 

東 山 

琉球バス 48.9km [上り]63 

[下り]64 

27 平日 1.0回/日 

127 
屋慶名

高速線 

屋慶名

BT 

喜 舎

場 

那 覇

BT 

沖縄バス 47.7km [上り]70 

[下り]72 

13 平日 1.5回/日 

YKB 

那覇空

港～運

天港 

那覇 

空港 

古 島

駅前 

運 天

港 

やんばる

急行バス 

114.7km 33 2 平日・ 

土日祝 

11.0回/日 

資料：沖縄総合事務局提供資料、東陽バス HP、沖縄バス HP、やんばる急行バス HP、那覇バス 琉球バス交通 

バスロケーションシステムより作成 
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（２）急行バスの運行概要 

定時速達性が高く多頻度で運行する「基幹バスシステム」の実現に向けて、令和元年 9

月 24 日より、基幹急行バス「でいごライナー」の運行を開始しており、交通量の多い「那

覇バスターミナル」〜「コザ」間を基幹区間として、23 番具志川線、331 番急行バス（久

茂地経由）線、777 番急行バス（屋慶名）線の 3 社 3 系統が運行しています。 

23 番具志川線については、上り（那覇バスターミナル方面）41 便のうち 5 便、下り（具

志川バスターミナル方面）37 便のうち 3 便が基幹急行バスとして運行されています。運行

概要や利用状況については、次貢の路線バスで整理しています。 
 

表 ５ 沖縄市内を経由する急行バスの系統一覧（令和７年１月時点） 

路線 系統 起点 経由地 終点 

運行

事業

者 

系統 

キロ 

バス

停数 

 

運行日 
1日あたりの運行

回数※1（往復） 

うち沖縄

市内バス

停数 

331 

急行バ

ス（久

茂地経

由）線 

那覇バ

スター

ミナル 

久茂地 

コザ 

泡瀬 

営業所 

東陽

バス 

28.9km 30 18 平日 平日：1.0回/日  

777 

急行バ

ス(屋慶

名)線 

屋慶名

BT 
コザ 那覇 BT 

沖縄

バス 
42.7km 58 7 平日 平日：1.5回/日  

資料：沖縄総合事務局提供資料、東陽バス HP（運行系統案内）、沖縄バス HP、那覇バス 琉球バス交通 バスロ

ケーションシステム。沖縄県わったーバ党 HP より作成 

※１ 運行回数は、上り・下りの平均値を使用 
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（３）路線バス 

１） 運行概要 

沖縄市内を運行する路線バスは、全部で 20 路線あり、国道 330 号を経由して、那覇市～

うるま市間を結ぶ系統が全体の半数以上を占めています。その他の路線としては、国道

329 号を経由して、北部地域からうるま市（石川）に運行する路線や東海岸を経由して那

覇市方面に向かう路線がみられます。また、沖縄市の西側に位置する北谷町～読谷村間を

運行する路線は 1 路線のみとなっています。 

75 番石川北谷線を除き、いずれの路線でも系統キロが 25 ㎞を超える長大路線となって

います。 
 

表 ６ 沖縄市内を経由する路線バスの系統一覧（令和７年１月時点） 

路

線 
系統 起点 経由地 終点 

運行

事業

者 

系統 

キロ 

(km） 

  

運行日 
1日あたりの運行

回数※1（往復） 

バス停数 うち沖

縄市内

バス停

数 

21 

新都心 

具志川

線 

那覇 新都心 

バ イ パ

ス 

具志川 琉 球

バス 

32.3km [上り]68 

[下り]71 

17 平日・ 

土日祝 

平日：19.5回/日  

土：13.0回/日 

日祝：13.0回/日 

23 

具志川

線 

那覇 伊佐 

コザ 

具志川 琉 球

バス 

30.2km 63 13 平日・ 

土日祝 

平日：39.0回/日  

土：29.5回/日 

日祝：30.5回/日 

24 

那覇 

大謝名

線 

那覇 大謝名 具志川 琉 球

バス 

31.8km 70 13 平日・ 

土日祝 

平日：16.5回/日  

土：8.5回/日 

日祝：8.5回/日 

27 

屋慶名

線 

那覇 BT 

豊見城 

営業所 

真栄原 屋慶名 BT 沖 縄

バス 

47.0km 98 12 平日・ 

土日祝 

平日：14.0回/日  

土：8.5回/日 

日祝：8.5回/日 

30 

泡瀬東

線 

那 覇 バ

ス タ ー

ミナル 

与那原 

第 一 江

洲 

泡瀬 

営業所 

東 陽

バス 

36.4km 79 15 平日・ 

土日祝 

平日：17.0回/日  

土：16.0回/日 

日祝：12.0回/日 

31 

泡瀬西

線 

那 覇 バ

ス タ ー

ミナル 

大山 

コザ 

泡瀬 

営業所 

東 陽

バス 

31.2km [上り]67 

[下り]69 

24 平日・ 

土日祝 

平日：18.0回/日  

土：16.0回/日 

日祝：12.0回/日 

52 

与勝線 那覇 BT 高江洲 屋慶名 BT 沖 縄

バス 

39.4km [上り]86 

[下り]87 

13 平日・ 

土日祝 

平日：17.0回/日  

土：17.0回/日 

日祝：11.0回/日 

61 

前原線 屋 慶 名

BT 

渡口 サンエー

パルコシ

ティ前 

沖 縄

バス 

34.2km 70 13 平日・ 

土日祝 

平日：2.0回/日  

土：2.0回/日 

日祝：4.0回/日 

62 

中部線 読谷 BT コザ 砂辺駐機

場 

琉 球

バス 

30.5km [上り]62 

[下り]63 

20 平日・ 

土日祝 

平日：22.5回/日  

土：15.5回/日 

日祝：15.5回/日 
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路

線 
系統 起点 経由地 終点 

運行

事業

者 

系統 

キロ 

(km） 

  

運行日 
1日あたりの運行

回数※1（往復） 

バス停数 うち沖

縄市内

バス停

数 

63 

謝苅線 那覇 謝苅 

コザ 

具志川 琉 球

バス 

31.8km [上り]68 

[下り]71 

17 平日・ 

土日祝 

平日：16.0回/日  

土：15.0回/日 

日祝：12.0回/日 

75 

石川北

谷線 

東 山 駐

車場 

コザ 北谷 琉 球

バス 

21.5km [上り]45 

[下り]47 

25 平日・ 

土日祝 

平日：13.0回/日  

土：8.0回/日 

日祝：8.0回/日 

80 
与那城

線 

那覇 BT 与那城 屋慶名 BT 沖 縄

バス 

41.7km 88 12 平日 平日：1.0回/日  

90 

知花線 那覇 バ イ パ

ス 

知花 

具志川 琉 球

バス 

35.5km [上り]72 

[下り]70 

23 平日・ 

土日

祝 

平日：19.0回/日  

土：22.0回/日 

日祝：31.0回/日 

93 

屋慶名

～イオ

ンモー

ル線 

屋 慶 名

BT 

山里 イオンモ

ール沖縄

ライカム 

沖 縄

バス 

24.5km [上り]54 

[下り]53 

13 土日祝 土：1.0回/日 

日祝：2.0回/日 

110 

長田 

具志川

線 

那覇 真栄原 

コザ 

具志川 琉 球

バス 

33.4km 74 16 平日・ 

土日祝 

平日：18.5回/日

土：10.0回/日 

日祝：10.0回/日 

112 

国体道

路線 

那覇 BT 伊祖 具志川 琉 球

バス 

34.8km [上り]71 

[下り]73 

17 平日・ 

土日祝 

平日：7.5回/日  

土：3.0回/日 

日祝：3.0回/日 

190 

知花空

港線 

那 覇 空

港 

バ イ パ

ス 

知花 

具志川 琉 球

バス 

39.9km [上り]77 

[下り]76 

23 平日・ 

土日祝 

平日：13.0回/日  

土：5.0回/日 

日祝：6.5回/日 

223 

具志川

おもろ

まち線 

お も ろ

ま ち 駅

前広場 

伊佐 

コザ 

具志川 琉 球

バス 

29.3km 63 13 平日・ 

土日祝 

平日：2.0回/日  

土：1.0回/日 

日祝：1.0回/日 

227 

屋慶名

おもろ

まち線 

屋 慶 名

BT 

屋富祖 おもろま

ち駅前広

場 

沖 縄

バス 

44.2km 98 13 土日祝 土：1.0回/日 

日祝：1.0回/日 

263 

謝苅お

もろま

ち線 

お も ろ

ま ち 駅

前広場 

謝苅 

コザ 

具志川 琉 球

バス 

30.9km [上り]72 

[下り]73 

17 平日・ 

土日祝 

平日：2.0回/日  

土：2.0回/日 

日祝：2.0回/日 

資料：沖縄総合事務局提供資料、東陽バス HP（運行系統案内）、沖縄バス HP、那覇バス 琉球バス交通 バスロ

ケーションシステムより作成 

※1 運行回数は、上り・下りの平均値を使用 

※2 23番具志川線は、331、777と合わせた 3系統で基幹急行バスとして運行されているが、便別に輸送人員の

算出ができないため、路線バスとして基幹運行の路線もまとめて利用状況を整理。 
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２） 路線バスの利用状況（輸送人員・平均乗車密度等） 

沖縄市を通る路線のうち、国道 330 号を経由して、那覇市～うるま市間を結ぶ系統の中で

も運行便数が平日 1 日 70 便（1 時間に片道 2 便以上）を超える 23 番具志川線において、利

用者数が最も多くなっており、令和 5 年度は約 108 万人が利用しています。 

次いで国道 329 号線を経由して那覇市と泡瀬営業所を結ぶ 30 番泡瀬東線が約 65 万人、

北部地域を経由して、那覇市とうるま市（具志川）を結ぶ 90 番知花線が約 56 万人と多くな

っています。 

 

図 ５７ 路線別の輸送人員（令和６年） 
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図 ５８ 路線別の輸送人員の推移 
資料：沖縄総合事務局提供資料 
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輸送人キロは 23 番具志川線が最多となっていますが、一人あたり平均乗車キロは、30

番泡瀬東線が 9.5km で最多となっており、国道 329 号を運行する単独区間を持つ路線とし

て、1 回の利用あたりの移動距離が比較的長いと考えられます。 

 

図 ５９ 路線別の輸送人キロと一人あたり平均乗車キロ 
資料：沖縄総合事務局提供資料 

 

平均乗車密度（運行 1km あたりの 1 日平均利用者数）は、30 番泡瀬東線が 12.9人で最

多となっており、次いで、31 番泡瀬東線が 11.4 人、23 番具志川線が 9.8 人となってお

り、安定した利用が確保されているといえます。 

一方で、93 番屋慶名～イオンモール線では 2.7、61 番前原線や 223 番具志川おもろまち

線は 4 人前後と運行効率性が高いとは言えない路線も存在します。 

 

図 ６０ 路線別の平均乗車密度 
資料：沖縄総合事務局提供資料 
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（４）運行便数等 

１） 運行便数の変化 

2024 年 11月から 2025年 11 月の 1年間の運行便数の変化をみると、平日で、平日で 607 便

/日から 569便/日へと 38 便/日（6%）減少、土曜日で 556 便/日から 430 便/日へと 126 便/日

（23%）減少、日祝日で 501 便/日から 383 便/日へと 118 便/日（24%）減少しており、特に土

日祝で大きく減少しています。 

また、網形成計画策定時点（平成 30 年度）より、一部又は全区間廃線となったのは、60 番

泡瀬イオンライカム線（全区間）、77 番名護東線（那覇バスターミナル～コザ～具志川郵便

局間）であり、90 番の一部便を那覇空港まで乗り入れる 190 番知花空港線（那覇バス）と

117 番高速線（美ら海直行）が新設されています。 
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表 7 路線バスの運行便数の変化 

 

資料：東陽バス HP、沖縄バス HP、やんばる急行バス HP、那覇バス・琉球バス交通バスロケーションシステ

ム、沖縄市資料 

※高速バスの 111 番・117 番・YKB（やんばる急行）については、沖縄自動車道を通る路線であるため、運行便

数の整理の対象外とする 

 

  

平日 土曜日 日祝日 平日 土曜日 日祝日 平日 土曜日 日祝日

21
新都心具

志川線
那覇 具志川 路線バス 38 32 29 39 26 26 1 ▲ 6 ▲ 3 琉球バス

23 具志川線 那覇 具志川 路線バス 70 86 85 78 59 61 8 ▲ 27 ▲ 24 琉球バス

24
那覇大謝

名線
那覇 具志川 路線バス 33 29 30 33 17 17 0 ▲ 12 ▲ 13 琉球バス

63 謝苅線 那覇 具志川 路線バス 32 30 24 32 30 24 0 0 0 琉球バス

77
名護東

（辺野
屋慶名BT 名護BT ー 36 36 36 0 0 0 ▲ 36 ▲ 36 ▲ 36 沖縄バス

80 与那城線 那覇BT 屋慶名BT 路線バス 1 0 0 1 0 0 0 0 0 沖縄バス

93
屋慶名～

イオンモー
屋慶名BT

イオンモー

ル沖縄ライ
路線バス 0 2 4 0 2 4 0 0 0 沖縄バス

112
国体道路

線
那覇BT 具志川 路線バス 15 8 8 15 6 6 0 ▲ 2 ▲ 2 琉球バス

113
具志川空

港線
那覇空港 具志川 高速バス 10 12 0 10 12 0 0 0 0 琉球バス

123
石川空港

線
那覇空港

石 川

東 山
高速バス 2 0 0 2 0 0 0 0 0 琉球バス

223
具志川お

もろまち線

おもろまち

駅前広場
具志川 路線バス 4 8 8 4 2 2 0 ▲ 6 ▲ 6 琉球バス

沖縄市内

区間廃線

227
屋慶名お

もろまち線
屋慶名BT

おもろまち

駅前広場
路線バス 0 2 2 0 2 2 0 0 0 沖縄バス

263
謝苅おもろ

まち線

おもろまち

駅前広場
具志川 路線バス 4 4 4 4 4 4 0 0 0 琉球バス

777
急行バス

（屋慶
屋慶名BT 那覇BT 急行バス 3 0 0 3 0 0 0 0 0 沖縄バス

27
屋慶名

（大謝
那覇BT 屋慶名BT 路線バス 33 18 18 28 17 17 ▲ 5 ▲ 1 ▲ 1 沖縄バス

110
長田具志

川線
那覇 具志川 路線バス 37 29 24 37 20 20 0 ▲ 9 ▲ 4 琉球バス

75
石川北谷

線

東山駐車

場
北谷 路線バス 26 16 16 26 16 16 0 0 0 琉球バス

90 知花線 那覇 具志川 路線バス 38 30 41 38 44 62 0 14 21 琉球バス

127
屋慶名

（高速）
屋慶名BT 那覇BT 高速バス 3 0 0 3 0 0 0 0 0 沖縄バス

190
知花空港

線
那覇空港 具志川 路線バス 26 30 42 26 10 13 0 ▲ 20 ▲ 29 琉球バス

31 泡瀬西線 那覇BT
泡瀬営業

所
路線バス 36 32 24 36 32 24 0 0 0 東陽バス

331
急行バス

（久茂地
那覇BT

泡瀬営業

所
急行バス 2 0 0 2 0 0 0 0 0 東陽バス

30 泡瀬東線 那覇BT
泡瀬営業

所
路線バス 34 32 24 34 32 24 0 0 0 東陽バス

52 与勝線 那覇BT 屋慶名BT 路線バス 34 34 22 34 34 22 0 0 0 沖縄バス

61 前原線 屋慶名BT
サンエーパ

ルコシティ
路線バス 4 4 8 4 4 8 0 0 0 沖縄バス

⑥330経由：読谷～北

谷
62 中部線 読谷BT

砂辺駐機

場
路線バス 51 52 52 45 31 31 ▲ 6 ▲ 21 ▲ 21 琉球バス

35 30 0 35 30 0 0 0 0 沖縄市
4ルート合

計

607 556 501 569 430 383 ▲ 38 ▲ 126 ▲ 118

②330号→75号経由

（東部地域）

：那覇市～うるま市

①330号経由

：那覇市～うるま市

沖縄市循環バス

計

運行区間
系

統
名称 起終点 区分

2024年11月時点運行本 2025年11月時点 増減
運行会社 備考

③330→329号経由

（北部地域）

：～うるま市

④330→329号経由

：泡瀬営業所（東部

地域）～那覇市

⑤329号経由・北中城

村経由
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図 ６１ 運行区間 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、沖縄市資料、那覇バス・琉球バス交通バスロケーションシステム 
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２） 時間帯別の運行頻度 

沖縄市内のバスの運行時間帯を平日のコザバス停の時刻表を用いて整理しました。 

上りのピークは、6 時～7 時台であり、区間①の那覇市～うるま市間の区間を運行する系

統の便数に着目すると、ピーク時は 10 便以上みられますが、8 時台は半減しており、同一

区間を運行する系統で見ても、運行便数に偏りが見られます。 

下りのピークは、早朝の 7 時台、午前中の 10 時～11 時台、帰宅時間帯の 17 時及び 19

時～20 時台の 3 回に分けられます。上りと同様に 17 時台・19 時台の運行便数は多い一方

で、18 時台は区間②の北中城村を経由して浦添市や那覇市に向かう系統は運行しておら

ず、区間によっては、時間帯によって利用しづらい時間帯が存在します。 

 

⑥ 上り：那覇市・北谷・浦添市方面 

 

図 ６２ 上りの区間別の時間帯別の運行便数（路線バス・急行バス・高速バス） 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、沖縄市資料、那覇バス・琉球バス交通バスロケーションシステム 

※高速バスの 111 番・117 番・YKB（やんばる急行）については、沖縄自動車道を通る路線であるため、運行便

数の整理の対象外とする。  
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⑦ 下り：うるま市・読谷村方面 

 

 

図 ６３ 上りの区間別の時間帯別の運行便数（路線バス・急行バス・高速バス） 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、沖縄市資料、那覇バス・琉球バス交通バスロケーションシステム 

※高速バスの 111 番・117 番・YKB（やんばる急行）については、沖縄自動車道を通る路線であるため、運行便

数の整理の対象外とする 

 

  



52 

 

１-２-２.コミュニティバスの概要 

（１）運行概要 

沖縄市内では、沖縄市役所を中心に循環で運行するコミュニティバス「沖縄市循環バス」

が運行しています。沖縄市循環バスの概要は下記のとおりです。 
 

表 ８ コミュニティバス路線一覧 

路線 始点 終点 
1日あたりの 

運行回数 

バス

停数 

走行 

距離※ 

西部 

ルート 

中部興産沖縄市役所前 中部興産沖縄市役所前 9.0 回/日 

〈循環〉 

21 13.7 ㎞ 

中部 

ルート 

中部興産沖縄市役所前 中部興産沖縄市役所前 8.0 回/日 

〈循環〉 

21 11.5 ㎞ 

北部 

ルート 

中部興産沖縄市役所前 

(1 便のみ後原) 

中部興産沖縄市役所前 

(7 便のみ後原) 

7.0 回/日 

〈循環〉 

31 20.6 ㎞ 

東部 

ルート 

中部興産沖縄市役所前 

(1 便のみ海邦町自治会) 

中部興産沖縄市役所前 

(11便のみあわせモール前) 

11.0 回/日 

〈循環〉 

26 20.9 ㎞ 

※走行距離は GISより算出 

 

表 ９ コミュニティバスの概要 

運行

車両 

西部ルート 

（ピンク色バス） 

中部ルート 

（緑色バス） 

北部ルート 

（オレンジ色バス） 

東部ルート 

（青色バス） 
 

   

 

 

 

運行

日等 

運行日：平日（7:15～19:10） 

運休日：日祝日、１月 1 日～１月 3日   ※土曜日の 1 便の運行はなし 

運行

事業

者 

西部ルート・北部ルート 株式会社 琉球バス交通 

中部ルート・東部ルート 沖縄交通運輸 株式会社 

運賃 

現金 運転免許証を自主返納した方 50 円 

小学生～高校生、65 歳以上の高齢者、障がい者 100 円 

一般 200 円 

小学生未満 保護者同伴の場合、1 人目無料 

2 人目から 100 円を徴収 

回数券 50 円券 500 円(11 枚綴り、1 枚あたり約 45.5円) 

100円券 1,000 円(11枚綴り、1枚あたり約 91円) 

200円券 2,000 円(11枚綴り、1枚あたり約 182円) 

資料：沖縄市資料 
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図 ６４ コミュニティバスの路線図 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、沖縄市資料 
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（２）コミュニティバスの利用状況 

１） 利用概況 

沖縄市循環バスの利用者数は、新型コロナウイルスの影響により、令和元年度から令和

2 年度で 8 割まで減少しましたが、令和 2 年度より 4 ルートでの運行を開始したこともあ

り、令和 3 年度以降は徐々に回復してきています。5 類感染症へと移行した令和 5 年度の

年間の利用者数は、78,828 人、令和 6 年度の利用者数は 102,150 人と 4 ルートでの運行開

始以降増加の一途をたどっています。 

歳出については、令和 2 年度からの 4 ルートでの運行に合わせて、バス車両を新車で購

入したため、令和 2 年度の財政負担額は高くなっていますが、以降は減少傾向にあり、令

和 6 年度は 3,354 万円となっています。 

また、歳入については、令和元年度より「車両・車外広告費」「バス停オーナー制度」

を導入しており、全体の歳入全体の約 6 割を占めています。 

 

図 ６５ コミュニティバスの利用者数と財政負担額の推移 
資料：沖縄市資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６６ 歳出の内訳の推移                   図 ６７ 歳入の内訳の推移 
資料：沖縄市資料  



55 

 

（３）路線別の利用状況等 

１） 利用者数の推移 

年間の輸送人員(利用者数)は、[東部ルート]が最も多く、令和 6 年度は約 36,100人で、

全体の約 35％を占めています。 

[中部ルート］[西部ルート］では、令和 4 年から令和 5 年にかけて利用者数が減少しま

したが、4 ルートでの運行開始以降利用者数は増加傾向にあります。 

利用者の年代別構成比をみると、一般の利用者の比率が増加傾向にあり、令和 5 年度か

ら令和 6 年度にかけては、学生の比率も増加しています。 

 

 

図 ６８ 利用者数の推移 

 

 
図 ６９ 利用者の年代別構成比の推移 

資料：沖縄市資料 
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２） バス停別の利用状況 

1 日あたりの乗車数と降車数を合算した値を乗降者数とします。 

中部興産沖縄市役所前は 4 路線全てが乗り入れているため、乗降者数が 171.4人/日と多く

なっており、つづいて、中部徳洲会病院が 31.9 人/日、BC コザ（市立病院前）が 25.3 人/日

となっています。 

 

 

図 ７０ バス停別の乗降者数（令和 6年度） 
資料：沖縄市資料 

 

  

※以下の分析では、最新のデータである令和 6 年度（令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月）のデータ

により分析を行っています。 
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図 ７１ 1日あたりのバス停別の乗降者数（令和 6年度） 
資料：沖縄市資料 
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３） 路線別の利用特性 

1 便当たりの利用者数は、[北部ルート]を

除いて約 10/便前後となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７２ 路線別 1便あたりの利用者数 
資料：沖縄市資料 

 

 

路線ごとの年代別利用者は、[東部ルート］

では他のルートと異なり、学生の利用が約 2

割みられる他、高齢者の利用は約 3 割となっ

ています。他の 3 ルートは、高齢者が 4 割以

上を占めています。 

 

 

 

 

図 ７３ 路線別利用者の年代別構成比 
資料：沖縄市資料 

 

 北部ルート利用実態調査結果 

 

【北部ルートの利用者の利用目的構成】 

・ 主に市役所等の公共施設や買い物や通院、通学など日常生活における外出に利用

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７４ 利用目的(便別) 
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４） 路線別の利用状況 

■西部ルート 

・ 7 便の利用が最も多く、そのうち高齢者が半数以上を占めます。 

 
図 ７５ 年代別 1日当たりの平均利用者数（西部ルート） 

 

■中部ルート 

・ 1 便は一般の利用者が多く、通勤手段として利用されていることが考えられます。 

・ 2 便の利用者が最も多く、半数以上を高齢者が占めます。 

 

図 ７６ 年代別 1日当たりの平均利用者数（中部ルート） 
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■北部ルート 

・ 他のルートと比べると昼間の 3 便 4 便の利用が多く、高齢者の移動手段として利用さ

れています。 

 

図 ７７ 年代別 1日当たりの平均利用者数（北部ルート） 

 

■東部ルート 

・ 1 便と 8 便の利用者数が突出しています。 

・ 1 便と 8 便では学生の利用が約半数を占めており、学生・一般の利用割合の高い 1 便、

8 便、9 便は学生の通学手段および通勤手段として利用されていることが考えられま

す。 

 

図 ７８ 年代別 1日当たりの平均利用者数（東部ルート） 
資料：いずれも沖縄市資料 
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■西部ルート 

・ 中部徳洲会病院、翔南病院で利用者が入れ替わっている可能性が考えられます。 

 

 

図 ７９ バス停別乗降者数 

 

 

 
図 ８０ 区間別車内人員 

資料：いずれも沖縄市資料 
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■中部ルート 

・ 銀天街（コザ十字路）で、乗車が多くなっており、新たな利用者層が乗車していると

考えられます。 

・ 北部ルートとの乗り継ぎ地点である美原 4 丁目において、乗車・降車ともに多くなっ

ています。 

 

 

図 ８１ バス停別乗降者数 

 

 

 

図 ８２ 区間別車内人員 
資料：いずれも沖縄市資料 
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■北部ルート 

・ 北部地域の南側のエリアと北側のエリアで特性が異なります。 

（北側のエリア⇔南側のエリア、南側のエリア⇔市の中心部という 2 つの移動に分かれ

ます。） 

・ いずれのエリアも市役所等の市の中心部との移動に利用されていると考えられます。 

 

 

図 ８３ バス停別乗降者数 

 

 

 

図 ８４ 区間別車内人員 
資料：いずれも沖縄市資料 
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■東部ルート 

・ 市役所からあわせモールまでの利用が少なくなっており、特に乗車はほとんど見られ

ない状況となっています。 

・ 一方で、あわせモール以降、特に沖縄県総合運動公園中央口以降は乗降ともに多く、

東部地域の南側の地域での短距離移動や、市役所との行き来に利用されていると考え

られます。 

 

 

図 ８５ バス停別乗降者数 

 

 

 
図 ８６ 区間別車内人員 

資料：いずれも沖縄市資料  



65 

 

５） 利用経路の特徴 

・ 北部ルートの運行結果から、得られた意見として、運行ルートが遠回りである、片方

向であるため、帰りは、別の移動手段とする必要があるという意見が見られます。 

・ 実際にちゃんぷるー市場～美里団地間では、自動車で 10 分ほどの距離にあるのに対

し、循環バスを利用すると約 34 分かかることから、運行経路が遠回りである可能性が

考えられます。 

・ また、往復の利用状況を見てみると、行きか帰りに別の移動手段を利用するという回

答が 3 割程度見られ、徒歩や送迎、路線バスと組み合わせて利用される状況がみられ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  
図 ８７ 北部ルートの乗降バス停の関係性 

   資料：沖縄市循環バス（北部ルート）利用実態調査結果 

表 １０ 乗降地点と所要時間 
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１-２-３.交通空白地域・交通不便地域 

（１）交通空白地域 

公共交通による人口カバー率は 86.4％となっ

ています。 

人口 300 人以上のエリアは概ね全域がカバー

されているものの、東部地域の高原地区や北部

地域のなどで公共交通の運行がないエリアが存

在しています。 

  

図 ８８ 公共交通空白地域の人口分布状況 
出典：国土数値情報、国勢調査（令和 2 年） 

※１ 国土数値情報の小地域（字山内・字倉敷・字白川を除く）（令和 2 年）から都市計画基礎調査（令和 5

年）の防衛施設用地を除外した面積を市域人口の算出対象面積とする。市域人口は ArcGIS にて、国土数値情

報 250m メッシュの人口（令和 2 年）を市域で按分し、算出。  

 人口 

総数※1 

構成

比 

全体 139,927 100% 

交通サービス圏域 120,923 86.4% 

交通空白地域 19,004 13.6% 

表 １１ 交通空白地域の人口・面積 
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（２）公共交通利便地域・不便地域 

バスの運行回数が 1 日 30 回以上のバス停から 300m 圏域を交通利便地域※とすると、交

通利便地域のカバー率は、45.7％となっています。 

バスの運行回数が 1 日 30 回以下のバス停から 300m 圏域を交通不便地域※とします。交

通不便地域は、東部地域や北部地域など郊外部を中心に分布しており、市の中心部でも国

道 330 号の沿線上以外の地域でみられます。 
※国土交通省_都市構造の評価に関するハンドブック（令和 8 年 1 月）において、1 日 30 本以上の運行頻度の鉄

道・バス路線を『基幹的交通軸』としていることから、30 本/日を基準として、利便地域・不便地域を整理し

た。また、本資料では往復の運行数を本ではなく、回表記で統一する。いずれも往復の運行数（片道 1 便、往

復 1 回）を示す。 

 

図 ８９ 公共交通利便地域・不便地域 
出典：国土数値情報、国勢調査（令和 2 年）基盤地図情報、沖縄市資料、東陽バス HP、沖縄バス HP、やんば

る急行バス HP、那覇バス・琉球バス交通バスロケーションシステム 
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１-２-４.乗り継ぎ利用の実態 

（１）乗り継ぎ実態 

公共交通の利用者のうち、約 16%が「乗り継ぎ利用をすることがある」と回答していま

す。また、乗り継ぎで利用する公共交通機関については、「路線バス」が約 62％と高く、

次いで、「タクシー」が約 54％で、特に高齢者では「タクシー」の回答割合が高くなって

います。 

 

 
 

図 ９０ 乗り継ぎの有無               図 ９１ 前後の乗り継ぎで利用する公共交通 
資料：市民アンケート調査結果(令和 7 年) 

 

 

１） 乗り継ぎ地点 

市民アンケートで乗り継ぎが確認されたバス停は以下の通りです。 

 

表 １２ 乗り継ぎバス停（回答 3件以上） 

NO 乗り継ぎバス停 件数 乗り継ぎ手段 

1 てだこ浦西駅 17 件 モノレール 

2 コザ・銀天街（コザ十字路） 14 件  

3 胡屋 7 件  

4 山里 7 件  

5 イオンモール沖縄ライカム 6 件  

6 高速山里バス停 4 件 高速バス 

7 法務局入口 3 件 路線バス（うるま市方面） 

8 高原 3 件 路線バス（東陽バス） 

資料：市民アンケート結果（令和７年） 
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（２）沖縄市循環バス（北部ルート）における乗り継ぎ実態 

沖縄市循環バス（北部ルート）において実施した利用実態調査において、回答のあった 44

名のうち、12 名（約 27％）が「乗り継ぎ利用をすることがある」と回答しています。また、

乗り継ぎで利用する公共交通機関については、「循環バス」が約 83％と高く、特に高齢者

で「循環バス」の回答割合が高くなっています。 

 

 

図 ９２ 乗り継ぎの有無                図 ９３ 乗り継ぎで利用する公共交通 
資料：沖縄市循環バス（北部ルート）利用実態調査結果 

※循環バスの乗車前と降車後の乗り継ぎ移動手段をそれぞれ足し合わせた 

 

 

１） 乗り継ぎバス停・路線 

利用実態調査で乗り継ぎが確認されたバス停および路線は以下の通りです。 

沖縄北インターチェンジでの乗り継ぎがみられる他、コザ信用金庫胡屋支店で、北部ル

ート⇔西部ルート間の乗り継ぎが考えられます 

桃原では北谷町に向かう路線バスとの乗り継ぎが行われていることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９４ 乗り継ぎで利用するバス停名     図 ９５ 乗り継ぎで利用する路線 

資料：沖縄市循環バス（北部ルート）利用実態調査結果  
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（３）沖縄市内の乗り継ぎ地点 

「コザ」「胡屋」バス停を中心に高速バス・路線バス・循環バス間で乗り継ぎがみられ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９６ 乗り継ぎ地点 
資料：市民アンケート調査結果、利用実態調査結果  

路線バスや循環バスか

ら高速バスへの乗り継

ぎが見られる 

最も乗り継ぎが多

いバス停 



71 

 

１-２-５.その他 

（１）タクシー 

沖縄市内に事業所があるタクシー事業者は 11 社です。 

 

表 １３ タクシー事業者の概要 

 

NO 会社名 許可年月日 住所 タクシ

ー台数

（台） 

運転手 

（人） 

輸送人員

（人/日） 

備考 

1 オリオン第

一交通株式

会社 

昭和 44（1969）

年 7 月 1 日付 

沖縄市美里 1

丁目 31番 3号 

48 93   

2 光陽タクシ

ー合名会社 

昭和 34（1959）

年 12 月 

沖縄市高原 4-

25-11 

26 59   

3 有限会社ミ

ハマタクシ

ー 

平成 19（2007）

年 12 月 

沖縄市松本 5

丁目 18 番 12

号 

   安慶田交通

と共通 

4 美越タクシ

ー合資会社 

昭和 35（1960）

年 1 月 

沖縄市美里 5

丁目 21 番 10

号 

24 37   

5 株式会社産

経タクシー 

昭和 34（1959）

年 11 月 6 日 

沖縄市胡屋 6

丁目 13 番 12

号 

33 62   

6 株式会社安

慶田交通 

 沖縄市安慶田

4丁目 15番 28

号 

   ミハマタク

シーと共通 

7 合名会社東

宝タクシー 

昭和 35（1960）

年 4 月 

沖縄市八重島

3 丁目 842 番

1 号 

    

8 藤タクシー

合名会社 

昭和 34（1959）

年 11 月 

沖縄市山里 3

丁目 1 番 7号 

25 40   

9 東島タクシ

ー合名会社 

昭和 34（1959）

年 11 月 

沖縄市古謝 2

丁目 1番 30号 

   ヒアリング

回答なし 

10 東和タクシ

ー合名会社 

昭和 34（1959）

年 10 月 

沖縄市八重島

3丁目 11番 11

号 

26 50   

11 合名会社明

豊タクシー 

昭和 34（1959）

年 11 月 

沖縄市知花 4

丁目 3 番 3号 

32 80   

資料：交通事業者ヒアリング、各事業者 HP 

※協力の得られた 8社にヒアリング調査を実施した。  
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図 ９７ タクシー事業者の立地 
資料：国土数値情報、基盤地図情報 
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（１）送迎サービス 

１） 送迎サービス実施事業者の事業概要 

市内に立地または市内を運行区域とするデイサービス等の送迎サービスを実施する事業

者に対して、送迎サービスの運行状況や利用状況、公共交通との連携の可能性等を把握す

ることを目的としたアンケート調査を実施しました。 

対象とした 52 事業者のうち、18 事業者から回答を得ており、各事業者の送迎サービス

の実施概要は以下の通りです。 

 

表 １４ 送迎サービス等実施事業者の概要（抜粋）(１/5) 

NO 事業者名 利用対象者 運行日 時間帯・コース 運賃 車両数 ドライバー数 

1 医療法人

待望主会 

安立医院 

独歩行：45

名 

車いす利用

者：5 名 

月～土

曜日

（日曜

日、祝

祭日、

12/31～

1/3、台

風によ

る運休

時を除

く） 

・月水金  

 朝 7：30～   

10 コース、 

 午後 13：00～ 

7 コース 

・火木土  

 朝 7：30～   

10 コース、 

 午後 13：00～

11 コース 

無料 車いす仕様 10

人乗:2 台 

車いす仕様軽

自動車:3 台 

10 人乗:1 台 

6 人 

2 社会医療

法人敬愛

会 

中部協同

病院 

約 30 名 月～日

曜日 

朝 7：30 

昼 13：00 

無料 自家用車:8台 

キャラバン 8

人乗り:3 台 

計：11 台 

4 

3 医療法人

安心会 

愛聖クリ

ニック 

デイケア

センター 

81 名 月～土

曜日 

8：30～10：00

（10 台） 

15：15～17：00

（10 台） 

無料 6 人乗ハイエー

ス:4 台 

リフト付乗用

車:2 台 

9 人乗ハイエー

ス:2 台 

乗用車:4 台 

18 

4 医療法人

安心会 

泡瀬北デ

イサービ

スセンタ

ー 

25 名程度 日曜

日、

12/31～

1/1 以外

の営業

日 

朝 8：30～ 平

均 3 回 

夕 16：00～ 

平均 3 回 

無料 ハイエース

（車いす 1台

+7 名）:1 台 

ハイエース

（車イス 2台

+5 名）:1 台 

コンパクトカ

ー:2 台 

1 日平均 3～4 名 
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表 １５ 送迎サービス等実施事業者の概要（抜粋）(2/5) 

NO 事業者名 利用対象者 運行日 時間帯・コース 運賃 車両数 ドライバー数 

5 愛聖クリニ

ックデイサ

ービスセン

ター はる 

  月～土曜

日 

朝 8：30～ 

夕 14：30～ 

基本

サー

ビス

料に

含ま

れて

いる 

8 人乗りハイエ

ース:3 台 

乗用車:3 台 

11 人 

6 医療法人  

ちゅうざん

会  

ちゅうざん

病院 

98 名程度 月～金曜

日 

朝(8：00，9：

00)2 回 

夕(15：00、16：

00)2 回 

無料 6 人乗りハイエ

ース（リフト

付き）:5 台リ

フト付き乗用

車:1 台 

乗用車:1 台 

軽自動車:2台 

13 

7 うむい合同

会社 

うむいぬい

ちばんじゃ

ー 

・地域密着

型通所介

護 うむ

いぬうふ

やー 

・地域密着

型通所介

護 うむ

いぬいち

ばんじゃ

ー 

うふいやー 

：42 名 

いちばんじ

ゃー 

：50 名 

年末年始

を除く 

朝 8：30 

夕 16：00 

無料 7 人乗りバネッ

ト:4 台 

軽スロープ:3

台 

うふいやー：5

名 

いちばんじゃ

ー：6 名 

8 老人デイ

サービス

センター

おきなわ

長寿苑 

デイサービ

ス： 

94 名 

 

短期入所： 

39 人 

デイサー

ビス： 

月～土曜

日（年末

年始を除

く） 

短期入

所： 

毎日 

デイサービス： 

朝 8：30、 

夕 16：30 各１

回 

 

短期入所： 

不定期  

3～4 回/日 

  【デイサービス】 

10 名乗：1台 

14 人乗：1台 

10 名乗リフト

車：4 台 

軽自動車：1台 

軽リフト車：2

台 

【短期入所】 

ハイゼット：1

台 

デイサービス：

9 名 

短期入所：2名 
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表 １６ 送迎サービス等実施事業者の概要（抜粋）(3/5) 

NO 事業者名 利用対象者 運行日 時間帯・コース 運賃 車両数 ドライバー数 

9 社会福祉

法人麗峰

会 

沖縄一条

園デイサ

ービスセ

ンター 

28 名程度 平日のみ

（年末年

始を除

く） 

朝 8：30～9：30

頃 1 回 

夕 16：15～17：

30頃 1 回 

基本

報酬

に含

まれ

てい

る 

リフト付ハイ

エース:2 台 

ヴィッツ：2台 

リフト付バネ

ット：1 台 

5 

10 ショッピ

ングリハ

ビリ@沖縄

city／株

式会社ユ

ースフル 

70 名程度 平日のみ

（年末年

始を除

く） 

月金：8：30～

9：30、10：00～

11：30、11：45

～12：30、16：

00～17：00 

火水木：8：30～

9：30、11：30～

12：30、12：00

～13：00、16：

00～17：00 

無料

（介

護保

険報

酬の

中に

含ま

れて

い

る） 

6 人乗りボクシ

ー:1 台 

6 人乗りステッ

プワゴン:1台 

軽自動車:2台 

5 

11 合同会社 

空飛ぶめ

だか 

デイサー

ビスブナ

ガヤ 

13 名程度 月～土曜

日（お盆

（ウーク

イ）、年

末年始を

除く） 

朝（8：30） 

夕（16：00） 

計 8 回（4 台運

行） 

無料 9 人乗りリフト

車:3 台 

軽リフト車:1

台 

3～4 

12 ・通 所 リ

ハビリテ

ーション

ちばな 

・看 護 小

規模多機

能型居宅

介護愛貴 

通所リハビ

リテーショ

ンちばな：

30～40 名 

看護小規模

多機能型居

宅介護愛貴

愛貴：15～

18 名 

通所：日

曜以外 

愛貴：毎

日 

通所：朝 1回、

夕 1 回 

愛貴：朝 1～2

回、夕 1～2回 

無料 【通所】 

ハイエース:8

台 

車いす乗用

車:3 台 

【愛貴】 

ハイエース:3

台 

乗用車:2 台 

通所：8～10名 

愛貴：3～5名 

 

  

mailto:ショッピングリハビリ@沖縄city／株式会社ユースフル
mailto:ショッピングリハビリ@沖縄city／株式会社ユースフル
mailto:ショッピングリハビリ@沖縄city／株式会社ユースフル
mailto:ショッピングリハビリ@沖縄city／株式会社ユースフル
mailto:ショッピングリハビリ@沖縄city／株式会社ユースフル
mailto:ショッピングリハビリ@沖縄city／株式会社ユースフル
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表 １７ 送迎サービス等実施事業者の概要（抜粋）(4/5) 

NO 事業者名 
利用対

象者 
運行日 

時間帯・コー

ス 
運賃 車両数 

ドライバ

ー数 

13 株式会社 

賛宝 

デイサー

ビス美ら

さん 

118 名

程度 

月～土曜

日（旧盆

（旧 7 月

15 日）、

年末年始

を除く） 

朝（8：30）、

夕（16：30）

各 1 回 

朝（8：30）、

昼（12：15）

各 1 回 

昼（12：

15）、夕

（16：30）各 1

回 

利用者は無料 

家族さんがお

迎えの時は送

迎減等あり 

6 人車イス 2台乗

りハイエース（リ

フト付き） 

3 人車いす 2台乗

り乗用車：2台 

3 人乗り軽自動

車：1 台 

5 人乗り車イス 1

台乗り乗用車：1

台 

7 人乗り乗用車：

1 台 

4 人乗り乗用車：

1 台 

1 人車イス 1台乗

り軽自動車：1 台 

3 人乗り軽自動

車：1 台 

4 人乗り乗用車：

2 台 

12 

14 薬正堂 

アワセ第

一デイサ

ービス 

37 名程

度 

月～日曜

日（祝

日） 

朝：8：30（各

1 回） 

夕：16：00

（各 1 回） 

利用料金に含

まれている 

利用しない場

合は、基本料

金から減算 

10 人乗ハイエー

ス:3 台 

9 人乗りハイエー

ス(内 2 人リフト

付き):3 台 

4 人乗り乗用車

(内 1 人車イス):1

台 

11 

資料：送迎サービス等実施事業者アンケート結果 
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表 １８ 送迎サービス等実施事業者の概要（抜粋）(5/5) 

NO 事業者名 利用対象者 運行日 時間帯・コース 運賃 車両数 ドライバー数 

15 合同会社

リンクエ

イト 

放課後等

デイサー

ビス リン

クエイト

Ⅱ 

通所受給者

証をお持ち

の利用児

童、登録 29

名、1 日利

用定員 10 名 

月～土曜

日（祝

日、年末

年始を除

く） 

月～金：午後

13：00 以降 4

～5 回 

土：朝（9：

30）、夕（16：

00）各 1 回 

無料 軽自動車:2

台 

乗用車:3 台 

6 

16 合同会社

リンクエ

イト 

放課後等

デイサー

ビス リン

クエイト

Ⅲ 

利用児童 24

名 

月～土曜

日 

・学校登校日：

下校後（１番早

い学校で、13：

30）各 8 回、夕

（17：30）各 1

回 

・土曜日、学校

休校日：朝（9：

30）各１回、夕

（16：00）各 1

回 

無料 最大 8 人乗り

セレナ：１台 

小型乗用車(5

人乗り)：1

台 

軽自動車(4

人乗り)：2

台 

5 

17 (有)ミサ

トスイミ

ングスク

ール 

生徒 300 人 月～土曜

日 

午前（9：30）1

回 

午後（15：00、

16：00）2 回 

無料 マイクロバ

ス：2 台 

ハイエース：

3 台 

6 

18 (有)ニラ

イ 

保育園：40

人 

スイミン

グ、体操教

室：580 人 

平日 保育園：7：30 

1 回、16：00 

１回 

スイミング、体

操：午前（9：

00、10：00、

11：30）3 回、

午後（13：00、

15：00、17：

00、18：00）4

回 

無料 14 人乗ハイ

エース:9 台 

10 人乗ハイ

エース:2 台 

マイクロバ

ス：4 台 

11 

資料：送迎サービス等実施事業者アンケート結果 
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２） 送迎サービスのルート等の状況 

p.92 の送迎サービス実施事業者アンケート調査の対象事業者のうち、HP 上で送迎ル

ートが確認できた 5 施設について、送迎バスの運行概要や路線バスとの重複状況を整理

した。 

 

表 １９ 送迎サービス等実施事業者の概要 

分類 施設 ルート 運行便数 

病院 中部徳洲

会病院 

北谷コース（北谷まわ

り） 

沖縄警察署前～団地入口バス停～

美島通り 

3 回 

北谷コース（高原まわ

り） 

美島通り～北谷病院～プラザハウ

ス前 

3 回 

泡瀬コース 比屋根十字路～アワセ第一医院付

近～沖縄ホンダ コザ店前 

6 回 

与勝コース 島袋三叉路付近～南原小学校前バ

ス停～与勝あやはしクリニック 

4 回（3 回は土

曜のみ） 

読谷・嘉手納コース 山内三叉路～都屋バス停～三愛眼

科前 

4 回（3 回は土

曜のみ） 

宜野湾・北中城コース ふれあいの森公園～大山バス停～

屋宜原バス停 

6 回 

中部徳洲会病院⇔ソフ

ィアクリニック 

  4 回 

近隣周回コース 比屋根十字路～安慶田自治会～胡

屋自治会 

6 回 

安立医院 コザ、泡瀬、砂辺、吉原、嘉手納の 5 コース ー 

中頭病

院・ちば

なクリニ

ック 

読谷コース 読谷～クリニック（上り） 6 回 

喜名公民館前～古堅小学校入り口

～千貫田 

5 回 

与勝コース 与勝～クリニック（上り） 6 回※曜日で異

なる 

JA 与那城支所前～川田入口～赤

道十字路 

5 回※曜日で異

なる 

施設間シャトルバス ちばなクリニック～農民研修セン

ター前～中頭病院 

約 11.5 回※曜

日で異なる 

自動

車学

校 

川畑自動

車学校 

八重島・美里方面 市営球場前～美里郵便局～諸見バ

ス停付近 

9 回 

北中城方面 島袋公民館～北中城高校～島袋三

菱ガソリンスタンド 

9 回 

宮里・安慶田方面 ドラッグイレブン美里店～コザ高

校前～ルーテル教会付近 

9 回 

泡瀬方面 コザゴルフレンジ前～マンタ公園

～グルメ回転寿司 

9 回 

北谷方面 わんぱく児童館～謝苅入口～北谷

中学前 

9 回 
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分類 施設 ルート 運行便数 

美池自動

車学校 

高原線 コザ高～美里工業～喜仲公民館 10.5 回程度 

宜野座線 松田～伊芸～東恩納 8.5 回程度 

恩納線 喜瀬武原～恩納村役場～石川高校 5,5 回程度 

宮里線 マクドナルド～宮里中学校～登川 9.5 回程度 

胡屋線 池武当～コザ十字路～登川 9.5 回程度 

具志川線 美里高校～平良川～川崎 10.5 回程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９８ 送迎サービスのルート 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、各事業者 HP 
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図 ９９ 送迎サービスとバスルートの重複状況 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、各事業者 HP  
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２．アンケート調査結果等（概要） 

２-１.アンケート調査結果 
 

２-１-１.アンケート調査 

（１）市民アンケート調査 

１） 調査の概要 

 

表 ２０ 市民アンケート調査 

 概要 

調査手法 ・ 郵送による調査票の配布・回収 

・ 紙の調査票または、Webのどちらか一方で回答 

調査対象 ・ 15 歳以上 89歳未満の住民 2,800 人（無作為抽出） 

調査実施期間 ・ 10/10（金）～10/24（金） 

主な調査項目 ・ 公共交通の利用の有無、利用実態、改善要望 など 

回収結果 ・ 834 件（回収率 29.8％） 

 

 

２） 公共交通の利用状況等 

直近の 1 か月で 1 度でも公共交通を利用した回答者は男性全体で、約 7％程度です。 

女性の 10 代では約半数、70 歳以上では約 2 割が利用していますが、30 代、40 代は 9 割

以上が利用していないと回答しています。 

 

図 １００ 最近１か月の公共交通利用の有無 
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利用した公共交通機関としては約 6 割が「路線バス」と回答しており、「循環バス」と

回答した割合は約 6％にとどまっています。 

 

 

図 １０１ 利用した公共交通機関 

 

 

公共交通を利用した外出の目的として、男性全体では、「飲食」が約 20%、女性全体で

は「買い物」が約 27%と最も多くなっています。 

年齢別にみると、10 代は男性、女性ともに約 7 割が「通学」において公共交通を利用し

ています。 

60 歳以上で、「買い物」、「通院」が占める割合が高くなっています。 

 

図 １０２ 公共交通利用時の外出目的 
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３） 公共交通の満足度 

循環バス・路線バス・高速バスそれぞれの満足度について把握しました。 

不明の回答を除いた五段階評価の回答結果について、「満足」＝5 点、「やや満足」＝4

点、「普通」＝3 点、「やや不満」＝2 点、「不満」＝1 点として、各項目の点数を算出し

ました。 

 

①循環バスの満足度（点数） 

循環バスの利用満足度は、5 点満点で 2.92 点となっています。 

項目別では、「バス待ち時間の快適さ」が 2.41 点と低い。一方で「バス車両における乗

り降りのしやすさ」「利用料金」では 3.21 点と比較的高くなっています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図 １０３ 循環バスの満足度（点数） 
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②路線バスの満足度（点数） 

路線バスの利用満足度は、5 点満点で 2.65 点となっています。 

項目別では、「バス待ち時間の快適さ」が 2.36 点と低く、「バス車両における乗り降り

のしやすさ」を除き、全ての項目で 3.0 点（普通）を下回っています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

図 １０４ 路線バスの満足度（点数） 

 

③高速バスの満足度（点数） 

高速バスの利用満足度は、5 点満点で 2.81 点となっています。 

項目別では、「出発地（目的地）からバス停までの距離」と「運行間隔や運行本数」が

2.74 点と低く、「バス車両における乗り降りのしやすさ」「バス内の混雑具合」を除き、

全ての項目で 3.0 点（普通）を下回っています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図 １０５ 高速バスの満足度（点数） 
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４） 公共交通を維持・確保していくことについて 

公共交通を維持・確保していくことについては、「市の財政負担は現状程度を維持しな

がら、できる範囲のなかで公共交通を維持・確保すべきだ」が 41.4％と半数近くを占めて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １０６ 公共交通を維持・確保していくことについて 

 

５） 将来にわたって移動手段を維持・確保するために重要だと思うもの 

①最も重要だと思うもの 

「沖縄市と他の都市やモノレール駅などを結ぶ広域交通の充実」が 36.7％を占めていま

す。次いで「沖縄市内の主要な施設などに外出するための市内交通の充実」が 12.6％、

「朝・夕の通勤・通学時間帯の移動サービスの充実」が 10.7％となっています。 

 

図 １０７ 将来にわたって移動手段を維持・確保するために最も重要だと思うもの 
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②２番目に重要だと思うもの 

２番目に重要だと思うものは「沖縄市内の主要な施設などに外出するための市内交通の

充実」が 16.2％となっています。また、１番目に重要だと思うものと比べて、「イベント

時などの道路混雑を緩和するための移動サービスの充実」が 10.9％と比較的高くなってい

ます。 

 

図 １０８ 将来にわたって移動手段を維持・確保するために 2番目に重要だと思うもの  
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（２）QRコードアンケート調査 

１） 調査の概要 

表 ２１ QRコードアンケート調査 

 概要 

調査手法 ・ QR コードを読み取り Web で回答 

・ イベントでの調査カードの配布、施設への調査協力依頼ポスターの設置 

調査実施期間 ・ ポスター設置期間：10/16（木）頃～ 

・ イベント配布日： 

10/26（日）：沖縄アリーナでの試合日における配布 

11/22（土）：国際カーニバル、実証実験での配布 

・ 回答〆切：11/30（日） 

主な調査項目 ・ 公共交通に対する意見や改善要望 

回収結果 ・ 118 件 

 

 

２） よく利用する移動手段の最近１カ月の利用日数 

移動手段の利用日数は、「17 日以上（週 5 日～ほぼ毎日）」と回答した割合が全体の約

51.7％を占めており、多くの回答者は日常的に買い物や通勤で外出しています。 

 

図 １０９ よく利用する移動手段の最近１カ月の利用日数 
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（３）アンケート調査における改善要望 

公共交通を含む「移動」に対する不満や不便さ、改善が必要と思うことや公共交通で対

応してほしい移動について、下記の 4 つの意見に分類しました。 

 

 

図 １１０ 意見結果 

 

（４）不満や不便さ、改善要望について 

公共交通を含む「移動」に対する不満・不便や改善要望としては、朝や夜の時間帯を含

む増便や定時性の確保に対する意見に加えて、乗り継ぎ利便性の強化を求める声が多くな

っています。 

 

図 １１１ アンケートにおける改善要望の意見分類結果  
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２-１-２.民生委員アンケート調査 
 

（１）調査の概要 

表 ２２ 民生委員アンケート調査 

 概要 

調査手法 ・ 民生委員の「定例会」で、調査票の配布・回収 

調査対象 ・ 沖縄市内で委嘱されている民生委員・児童委員のうち、主任児童委員を

除いた 156名 

調査実施期間 ・ 8 月の定例会にて配布・回収 

主な調査項目 ・ 担当地区における移動支援等の状況 

・ 公共交通による移動サービスを利用することができなくて困っている

実態の有無およびその要因 など 

回収結果 ・ 77 件 
 
 
 

（２）担当地区の実状 

１） 「買い物」の実情 

ご自身で買い物に行く「以外」の方法について、「ある」という回答が北部地域、東部

地域、西部地域で過半数を占めています。 

 

図 １１２ 自身で行く以外の買い物の方法の有無 
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具体的な買い物の方法は、「親族や近所の方に代わりに買い物に行ってもらっている」

ケースが多く、買い物手段が不足している状況となっています。 

 

図 １１３ 自身で行く以外の買い物の方法の内訳 

 

 

地域別にみると、特に中部地域や西部地域では「親族や近所の方に代わりに買い物に行

ってもらっている」ケースが多くなっています。 

東部地域では「移動販売・訪問販売を利用している」ケースが多くなっています。 

 

図 １１４ 自身で行く以外の買い物の方法の内訳（地区別） 
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２） 「通院」の実情 

ご自身で通院する「以外」の方法について、「ない」という回答が全地域で半数以上を

占めています。 

 

図 １１５ 自身で通院する以外の方法による受診の有無 

 

 

具体的な通院の方法は、「往診･訪問診療などを利用している」ケースの他に、「その他

（家族の送迎、送迎サービスを利用」の方法が多くなっています。 

 

図 １１６ 自家用車等による移動以外の方法による受診の内訳 
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地域別にみると、「往診･訪問診療などを利用している」ケースは、全地域で半数以上を

占めています。 

 
図 １１７ 自家用車等による移動以外の方法による受診の内訳（地域別） 

 

 

（３）移動に関数する「困りごと」 

１） 移動サービスを利用することができない実態 
 

移動サービスを利用することができなくて困っている状況は、全地域で「ある」との回

答がみられます。 

 

 

図 １１８ 移動サービスを利用できなくて困っている実態の有無（地区別） 
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移動サービスを利用できない理由は、「バス停などまで歩くことができない」との回答

が最も多く、次いで、「バス停などから目的地が遠い」との回答が多くなっています。 

エリア別にみると、中部地域で「バス停などまで歩くことができない」との回答が多く

なっています。 

 

図 １１９ 移動サービスが利用できなくて困っている理由（地区別） 

 

２） 利用することができる支援・サービス 
 

移動サービスを利用することができる支援・サービスは、地域別にみると、東部地域や

西部地域において「自宅付近まできてくれる」との回答が最も多くなっています。 

 

 

図 １２０ 利用することができる支援･サービス（地域別） 
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２-１-３.送迎サービス実施事業者アンケート調査 
 

表 24 の 52事業者を対象に送迎サービス実施事業者アンケート調査を実施しました。 

（１）調査概要 

表 ２３ 民生委員アンケート調査 

 概要 

調査手法 ・ 沖縄市内で送迎サービスを実施している事業者を対象に、郵送（又は

FAX）により配布・回収 

調査対象 ・ 民生委員アンケート結果で得られた病院、及び、デイサービス施設に加

えて、WEB サイト等で送迎サービスの実施を公表している市内の事業者、

または、市内で送迎サービスを行っている事業者（52 事業者） 

調査実施期間 ・ 11/14（金）～11/24（金） 

主な調査項目 ・ 送迎サービスの実施概要や利用状況 

・ 今後のサービス継続に対する意向や負担 

・ 公共交通としての活用の可能性、留意事項 など 

回収結果 ・ 18 件 

 

１） 調査対象事業者 

民生委員アンケート結果で得られた病院、及び、デイサービス施設に加えて、WEB サイ

ト等で送迎サービスの実施を公表している市内の事業者、または、市内で送迎サービスを

行っている事業者を対象として整理しました。 

送迎サービス等実施事業者については、右記の分類（病院、習い事、自動車学校、デイ

サービス・障がい者支援等、外出支援、その他）で情報を収集しました。デイサービス･障

がい者支援等については、送迎用車両を複数台所有している、または専属のドライバーを

確保していることが考えられるため、複数事業を運営している事業者を主な対象として整

理しました。 

表 ２４ 調査対象事業者の選定理由 

番

号 

分類 考えられる 

属性 

選定理由 

1 病院 全年代 

（特に高齢

者） 

 通院のための定時・定路線の送迎バスを運行しているケ

ースが多い 

 既存の送迎車両やルートを地域交通や住民の移動に活

用できる可能性がある 

2 習い事 若年層 

（特に幼稚園

や小中学

校） 

 子どもや高齢者の通所支援として送迎を実施している

場合がある 

 既存の送迎車両やルートを地域交通や住民の移動に活

用できる可能性がある 

3 自動車学校 若年層 

（特に 10 代

後半～20

代） 

 送迎ルートや時間帯が明確である 

 船橋市※1 や糸満市※2 の事例では、病院や自動車学校の

送迎車の空席活用が行われている 
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番号 分類 考えられる 

属性 

選定理由 

4 デイサービ

ス･障がい

者支援等 

高齢者・障が

い者 

 

 複数台の送迎車両を保有し、専属ドライバーを確保して

いる事業者が多い 

 野洲市※3 の事例では、ルートの共同化や空き時間の買

い物支援への活用が進められている 

5 外出支援 高齢者・障が

い者 

 高齢者や障がい者の移動支援を目的とした送迎を実施 

 介護保険制度を活用した支援が考えられる 

6 その他 ― ― 

※１ 船橋市_交通不便地域支援事業（高齢者支援協力バス）利用手引き

〈https://www.city.funabashi.lg.jp/kenkou/koureisha/007/p131917.html〉 

※２ 糸満市_ブーゲンビレア号利用状況（平成 30年度） 

〈https://www.city.itoman.lg.jp/uploaded/attachment/5101.pdf〉 

※３ 野洲市通所介護施設共同送迎サービス「ゴイッショやす」及び高齢者移動支援モデル事業「つれだし隊」 

〈https://www.city.yasu.lg.jp/soshiki/koureifukushi/kourei/goisshoyasu_unnkoukaisi.html〉 

 

表 ２５ 調査の対象と回答の有無(1/4) 

分類 NO 事業者名 住所 備考 
民生委員アンケで

回答された施設 

回答の有

無  
1 沖縄市基幹型地域包括

支援センター 

沖縄市役所地下 2

階 

通院支援等を実施 

市内に 7カ所の地

域包括支援センタ

ーが立地 

〇  

病院 2 社会医療法人敬愛会 

中頭病院 

沖縄市字登川 610

番地 

なかがみ地域包括

センター 

通所リハビリテー

ションちばなを運

営 

〇 〇 

3 社会医療法人敬愛会 

翔南病院 通所リハビ

リテーション 

沖縄市山内 3丁目

14 番 28 号 

   

4 社会医療法人敬愛会 

ちばなクリニック 

沖縄市知花 6丁目

25 番 15 号 

   

5 沖縄医療生活協同組合 

中部協同病院 

沖縄市美里 1丁目

31 番 15 号 

  
 

〇 

6 医療法人 徳洲会  

中部徳洲会病院 

沖縄県中頭郡北中

城村字比嘉 801 番

地 

  〇  

7 医療法人 徳洲会  

おきなわ徳洲苑 通所

リハビリテーション事

業所 

沖縄市胡屋 6-4-19    

8 ベースボールクリニッ

ク 北城整形外科 

沖縄市山内 2丁目

25 番 41 号 
  

 
 

9 医療法人かなの会 コ

ザクリニック 

沖縄市仲宗根町 19-

1 

  〇  

10 医療法人待望主会 

安立医院 

沖縄市 山内 1-

7-5 

  〇 〇 
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表 ２６ 調査の対象と回答の有無(2/4) 

分類 NO 事業者名 住所 備考 
民生委員アンケで回

答された施設 

回答の有

無 

病院 11 医療法人奨進会 東

部クリニック 

沖縄市与儀 3丁

目 9 番 1号 

通所リハビリテ

ーション運営 

 
 

12 医療法人ちゅうざん

会 ちゅうざん病院 

沖縄県沖縄市松

本 6-2-1 

  
 

〇 

自動

車学

校  

13 川畑自動車学校 沖縄市南桃原 1

丁目 22 番 1号 

  
 

 

14 美池自動車学校 沖縄市池原３丁

目１−１２ 

  
 

 

15 コザ自動車学校 沖縄市松本 7-

18-22 

  
 

 

16 宜野湾自動車学校 宜野湾市愛知一

丁目１番２号 

泡瀬線 
 

 

17 普天間自動車学校 中頭郡北中城村

字大城 480 番地 

沖縄市線 
 

 

18 北丘自動車学校 うるま市字昆布

1841-22 

ゴザコース 
 

 

外出

支援 

19 ショッピングリハビ

リ@沖縄 city／株式

会社ユースフル 

沖縄市安慶田 2-

25-20 

  〇 〇 

20 株式会社 hareruya 沖縄市胡屋 7-4-

5 

  
 

 

習い

事 

21 ニライスポーツクラ

ブ 

沖縄県沖縄市宮

里 3 丁目 25-15 

  〇 

22 有限会社ミサト・ス

イミングスクール 

沖縄県沖縄市美

里 5 丁目 19番

12 号 

  〇 

23 スポーツクラブ＆サ

ウナスパ ルネサン

ス・ライカム 24 

沖縄県中頭郡北

中城村字ライカ

ム 640 番地 

   

その

他 

24 沖縄市ファミリーサ

ポートセンター 

沖縄市中央３丁

目 15番５号

（１階） 

  
 

 

デイ

サー

ビ

ス・

障が

い者

支援

等 

25 医療法人安心会 

愛聖クリニックデイ

ケアセンター 

沖縄市高原 6-1-

13      

  
 

〇 

26 医療法人安心会 

泡瀬北デイサービス

センター 

沖縄市海邦 1丁

目 15-10 

  〇 

27 医療法人安心会 

デイサービスセンタ

ーはる 

沖縄市古謝 2丁

目 16番 10 号 

  〇 

28 医療法人安心会 

障がい者多機能型支

援施設チャレンジ 

沖縄市泡瀬 1-

20-30 

   

29 株式会社 賛宝 

古謝ぴーす美らさん 

沖縄市古謝 2-

32-10 

地域密着型通所

介護 
  

30 株式会社 賛宝 

デイサービス 美ら

さん 

沖縄市高原 6-2-

2 

地域密着型通所

介護 
 〇 
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表 ２７ 調査の対象と回答の有無(3/4) 

分類 NO 事業者名 住所 備考 
民生委員アンケで回

答された施設 

回答の有

無 

デイ

サー

ビ

ス・

障が

い者

支援

等 

31 合同会社リンクエイト 

放課後等デイサービス 

リンクエイト 1 号店 

沖縄市比屋根

6-3-13 

小学校 1年生〜 

女の子に特化し

た放課後等デイ

サービス 

 
 

32 合同会社リンクエイト 

放課後等デイサービス 

リンクエイト 2 号店 

沖縄市大里 1-

14-25 

 

小学校 1年生〜 

女の子に特化し

た放課後等デイ

サービス 

 〇 

33 合同会社リンクエイト 

放課後等デイサービス 

リンクエイト 3 号店 

沖縄市比屋根

６−４−２４ 

小学校 1年生〜 

女の子に特化し

た放課後等デイ

サービス 

 〇 

34 有限会社 在宅介護サ

ービス ひまわり 

通所介護 ひまわり古

謝 

沖縄市古謝津

嘉山町 14 番

20 号 

  
 

 

35 有限会社 在宅介護サ

ービス ひまわり 

通所介護 ひまわりコ

ザ 

沖縄市城前町

２番２号 

   

36 合同会社 高山クリエ

イト 

リハビリ型デイサービ

ス がんじゅうの扉

(胡屋店) 

沖縄市胡屋 2-

9-2 ディアコ

ート胡屋 101 

地域密着型通所

介護 

 
 

37 合同会社 高山クリエ

イト 

がんじゅうの扉 ワン

デイ(室川店) 

沖縄市室川２

丁目３３ー５

号 

 

地域密着型通所

介護 
  

38 合同会社 高山クリエ

イト 

がんじゅうの扉 ザ・

テラス(高原店) 

沖縄市高原 3-

9-11 

地域密着型通所

介護 
  

39 うむい合同会社 

おとなの寺子屋うむい

ぬうふやー 

沖縄市桃原 2-

16-37  

地域密着型通所

介護 

 
〇 

40 うむい合同会社 

おとなの寺子屋うむい

ぬいちばんじゃー 

沖縄市高原 3-

12-19 

地域密着型通所

介護 
 〇 

41 合同会社 空飛ぶめだ

か 

デイサービスＤＩＳＣ

Ｏ 

沖縄市八重島

3-2-2 

 

地域密着型通所

介護 
  

42 合同会社 空飛ぶめだ

か 

デイサービス ブナガ

ヤ 

沖縄市安慶田

3 丁目 6番 16

号 

地域密着型通所

介護 
 〇 
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表 ２８ 調査の対象と回答の有無(4/4) 

分類 NO 事業者名 住所 備考 
民生委員アンケで回

答された施設 

回答の有

無 

デイ

サー

ビ

ス・

障が

い者

支援

等 

43 合同会社 空飛ぶめ

だか 

デイサービス Rycom 

沖縄市山里 1-9-

7 

地域密着型通所

介護 
  

44 医療法人タピック 

たぴっくデイサービ

スセンター 

沖縄市比屋根二

丁目１番２２号  

  
 

 

45 医療法人タピック 

沖縄百歳堂デイケア

センター 

沖縄市比屋根 2-

15-1 医療法人タ

ピック沖縄リハ

ビリテーション

センター病院 

内 

   

46 医療法人タピック 

介護老人保健施設 

亀の里 

沖縄市比屋根二

丁目 15 番 2号 

   

47 株式会社 JUN 

デイサービスりんご 

沖縄市与儀３－

３－２ 

代表取締役は同

一 

 
 

48 株式会社テラスホー

ム 

テラスホーム（デイ

サービス） 

沖縄県沖縄市古

謝 2-12-4 
  

49 社会福祉法人麗峰会 

沖縄一条園デイサー

ビスセンター 

沖縄市与儀３丁

目５番１０号 

  
 

〇 

50 老人デイサービスセ

ンター おきなわ長

寿苑 

沖縄市字登川

1403 番地 

  〇 〇 

51 アワセ第一デイサー

ビス 

沖縄市泡瀬２丁

目５３番１９号 

すこやかグルー

プが運営 

 
〇 

52 シンタウン登川 沖縄市登川 695-

1 
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（２）調査結果 

ドライバーについて

は、職員が業務の 1 つと

して実施しているケース

が多くなっています。 

 

 

図 １２１ ドライバーについて 

 

送迎サービスの運行に

係る費用に対して負担に

ついては、負担に感じて

いるが、必要経費の範疇

と感じているケースが多

くなっています。 

 

図 １２２ 送迎サービスの運行に係る費用に対して負担について 

 

 

送迎サービス事業の継続

意向は、今後も継続意向だ

が、現状のままで継続して

いくことは難しいとの回答

も見られます。 

 

 

図 １２３ 送迎サービス事業の継続意向 

 

 

 

送迎サービス事業に関

して、経営・運営上で問題・

課題となっていることは、

車両の維持管理費が最も

多いですが、次いでドライ

バーの確保や送迎業務と

なっています。 

 

 

 

図 １２４ 送迎サービス事業に関して、経営・運営上で問題・課題となっていること 
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公共交通で対応できる内容や、送迎サービスの公共交通としての活用の可能性は、「複

数の施設の送迎サービスを統合し、ドライバーや車両、運行に係る費用を共同で負担し、

運行する」の可能性が非常に高くなっています。 

また、送迎車の空席や回送時を活用し、輸送サービスを提供できる可能性は非常に低い

状況となっています。 

 

図 １２５ 公共交通で対応できる内容や、送迎サービスの公共交通としての活用の可能性 

 

 

  



101 

 

２-２.ワークショップ結果 
 

沖縄市の地域公共交通を考え、アイデアを出し合う機会として、ワークショップを実施し

ました。 

 

表 ２９ ワークショップの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 ３０ 得られた意見の概要（抜粋） 

 

現状・問題点 解決に向けたアイデア 

本数・遅延・ダイヤ（運行の量と正確さ）

に対する不満 

まちづくり・拠点の配置と公共交通の連動 

運行ルート・内容の見直し 

地域ごとのアクセスや日常生活の移動が困

難な場所の存在 

地域別の生活圏や移動の特徴に合わせた解

決策 

情報の分かりにくさ 自治会や民生委員等をハブとした伝達方法 

既に実施している高齢者・障害者等の移動

支援の方法 
モビリティのアイデア 

（小型バスの活用、地域のコミュニティに

よる運行等） 

子ども・学生・若年層の移動の現状と問題

点（送迎の負担・混雑等） 

タクシーが捕まらない 

料金負担（特に学生等は運賃が高額である

ことが負担） 
 

 

 

 

 

 

日時・

参加者 

・ 2026 年 1月 17 日（土）

18 日（日）計 4 回 

・ 全 11 名 

参加者 

・ 沖縄市の公共交通の”現

状”と”課題”について

の認識を共有する。 

・ 課題の解決に向けた“ア

イデア”を考える。 

図 １２６ ワークショップの様子 
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図 １２７ 結果（具体的な場所を示す内容を抜粋） 
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３．沖縄市地域公共交通網形成計画の検証 

平成 28 年 3月に策定した沖縄市地域公共交通網形成計画について、施策の取組状況や達

成状況の検証を行いました。 

 

表 ３１ 沖縄市地域公共交通網形成計画の施策の実施状況の概要 

方向性 施策の実施状況 

方針１： 

市内外の移動を支

える公共交通環境

の整備に取り組み

ます。 

・ 交通結節点に関しては、令和 3 年度に胡屋を都市間交流拠点、コザを

地区間交流拠点として交通結節点を位置づけ、市としては交通拠点ま

ちづくりの構想検討、国においては第三者委員会の立ち上げなど、検

討を進めている。胡屋・中央地区交通結節点を中心に整備に関する検

討が進められているが、施設整備には至っておらず「検討中」の段階

である。 

・ 市内外を結ぶ路線については、定時速達性が高く多頻度で運行する

「基幹バスシステム」実現に向け、令和元年より交通量の多い那覇〜

コザ間を結ぶ基幹急行バスが 3 社の共同運行により導入されている。 

・ 基幹バスの導入を前提とした拠点整備は計画策定途中のため未実施で

あり、広域交通との結節強化は今後の課題として残されている。 

方針２： 

路線バスの再編に

よる公共交通空白

地域の縮小を基本

とし、その他の地

域に関してはコミ

ュニティバス等の

導入を検討しま

す。 

・ 北部地区・東部地区における公共交通空白地域対策として、沖縄市循

環バスの北部ルート・東部ルートが導入され、公共交通空白地域の縮

小に一定の成果がみられる。路線バスによる対応が困難な地域に対し

ては、令和 2 年度から市内 4 ルートの循環バス（コミュニティバス）

を運行しており、代替的な移動手段の確保という点では概ね実施され

ている。 

・ 一方、基幹バス導入を前提としたフィーダーバスの整備は未実施であ

り、路線再編と役割分担の整理については、今後の計画見直しにおい

て再整理が必要な状況である。 

方針３： 

公共交通の利用促

進や、コミュニテ

ィバス等の運行･

収支状況等の改善

に取り組みます 

・ 公共交通の利用促進に向けては、モビリティ・マネジメントとして、

出前講座やバスの日のパネル展、循環バス無料乗車などの取組が継続

的に実施されており、ソフト施策については概ね計画どおり実施され

ている。また、運転免許返納者への割引制度の導入や、バスロケーシ

ョンシステムによる情報提供、循環バス車両のバリアフリー化など、

利用環境の改善も進められている。 

・ 一方、バスレーン延伸や PTPS導入、自動運転技術の活用、IC カード

導入、バス停上屋整備などについては、検討段階または未実施の施策

が多く、ハード施策や新技術導入の面では課題が残る。 

方針４： 

市民等が利用した

い施設等へのアク

セス性を高めま

す。 

・ 通学・通院・買い物等に配慮したダイヤ見直しや、中心市街地循環バ

スの運行改善については、循環バスの導入・路線見直しにより実施さ

れており、市民生活を支えるアクセス確保という点では一定の成果が

みられる。また、沖縄アリーナなどの新たな拠点についても、循環バ

スのルート追加等により、段階的な対応が進められている。 

・ 一方、周辺市町村の観光地と結ぶ観光向け交通については、明確な観

光専用施策としては整理されておらず、既存路線やコミュニティバス

による間接的な対応にとどまっているなど、観光や開発事業との連携

強化の位置づけはやや曖昧となっている。 
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表 ３２ 沖縄市地域公共交通網形成計画の評価項目の達成状況 

対応する課

題 
方針 評価項目 計画策定時 目標 

目標（2025 年度）の現況

値 

課題 1： 

市内外の移

動を支える

公共交通の

移動環境づ

くり 

方針１： 

市内外の移動

を支える公共

交通環境の整

備に取り組み

ます。 

交通結節点

整備 

検討中 一部整備 検討中  

フィーダー

バスの導入 

  一部実施 基路線バスを再編又は新

設する形でのフィーダー

バスは未整備であるが、

循環バスを運行し、令和

2 年より 4 ルート運行し

ている 

課題２： 

公共交通再

編等による

公共交通空

白地域の縮

小 

方針２： 

路線バスの再

編による公共

交通空白地域

の縮小を基本

とし、その他

の地域に関し

てはコミュニ

ティバス等の

導入を検討し

ます。 

公共交通カ

バー人口の

割合 

59％ 62％ 86.4％ 達成 

公共交通の

分担率 

8％ 13％ 10％ 増加している  

課題３： 

持続可能な

公共交通手

段によるネ

ットワーク

構築 

方針３： 

公共交通の利

用促進や、コ

ミュニティバ

ス等の運行･

収支状況等の

改善に取り組

みます。 

公共交通利

用の満足度 

2.7 点 3.0 点 2.7 点 現状維持 

コミュニテ

ィバス等の

利用者一人

当たりの財

政負担 

301 円/年 減少 312 円/

年 

※3 

増加している 

課題４： 

まちづくり

と連携した

公共交通利

用環境改

善・利用促

進 

方針４： 

市民等が利用

したい施設等

へのアクセス

性を高めま

す。 

周辺市町村

の観光地※1

と沖縄市を

結ぶバス路

線数 

4 系統 増加 4 系統 網形成計画策定

時点で 112番運

行済のため、現

状維持 

開発計画地

※2 にアクセ

スするバス

路線数 

2 系統 増加 4 系統 バスからの距離

圏を 500mとした

場合、達成 

※1周辺市町村の観光地（勝連城跡・北谷アメリカンビレッジ） 

※2開発計画地（沖縄アリーナ）（東部海浜開発地区（潮乃森）は整備中のため、対象外） 

※3歳出合計ー歳入合計を財政負担額として算出。  
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４．地域が目指す将来像と公共交通に求められる役割 

４-１.地域が目指す将来像 
 

沖縄市の行政運営の最上位計画である「第 5次沖縄市総合計画」では、『国際文化観光都市』を

将来像としています。『国際文化観光都市』の宣言に掲げている、「平和で豊かな沖縄市」「健康で美

しい沖縄市」「明るくて住みよい沖縄市」を基本理念とし、５つの都市像とそれに基づく基本方向およ

び施策が示されています。 

このため、本計画においても沖縄市総合計画に示された将来像の実現に向けて、公共交通に係る

取り組みを進めていくこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   資料：第５次沖縄市総合計画 

 

図 １２８ 地域が目指す将来像とその実現に向けた基本構想 
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４-２.関連分野における公共交通への期待 
 

ここでは、沖縄市の公共交通と特に関連が深い分野について、各種計画から特に公共交通

に関わる部分を抜粋することで、関連分野における公共交通への期待を整理しました。 

各種計画との位置づけは、図●のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １２９ 沖縄市公共交通の計画の位置づけ 
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①沖縄市都市計画マスタープラン（R2） 

沖縄市における都市計画の基本的な方針となる「都市計画マスタープラン」では、総合

計画と同様に『国際文化観光都市』を将来像として、5 つの基本目標の実現に向けた都市

計画の考え方が示されています。 

将来都市構造図では、コザ十字路・胡屋十字路を多様な機能が集積された沖縄市の中心

拠点として設定し、これらの拠点が位置する国道 330 号沿線において新たな公共交通の導

入や市街地開発を通じて、魅力的でにぎわいのある交流空間を創出するという考え方が示

されています。また、基幹バスシステムの導入や新たな公共交通などの整備促進により、

既存の都市軸を強化するという方針が示されています。 

さらに、「道路・交通体系整

備の方針」では、公共交通網お

よび交通結節機能についての取

組が示されており、高齢者やこ

ども、障がい者等の移動手段を

確保するとともに、低炭素都市

づくりの観点から、誰もが利用

可能な公共交通の実現を目的と

した公共交通網の再編や観光客

を含め誰もが利用しやすい環境

の整備を進めることとされてい

ます。加えて、公共交通の効率

的な乗り継ぎを確保すること

で、様々なヒトやモノの交流の

活性化を図ることが基本的な考

え方として整理されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 国道 330 号沿線の中心拠点（コザ・胡屋）や都市軸の強化と一体となって、にぎわ

いと交流を生み出す都市構造の形成を支える役割が期待されます。 

 高齢者やこども、障がい者、来訪者など多様な人が、日常生活や外出・観光の場面

で安心して利用できる公共交通網と乗り継ぎ環境を確保する役割が期待されます。 

資料：沖縄市都市計画マスタープラン 

 

図 １３０ 将来都市構造図 
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②都市交通マスタープラン（R8～R27） 

20 年後の中南部都市圏の都市交通のあり方を示す指針となる「都市交通マスタープラ

ン」では、『交通から変える！沖縄のまちと暮らし』～乗る自由、歩く楽しさ、選べる暮

らし～を基本方針として、都市構造（居住地・都市機能）と交通ネットワーク（道路網・

公共交通網）の両面から中長期的な都市・交通計画の指針を示しています。 

都市、道路、交通の 3 つのセクションが戦略的に連携し、一対で「交通まちづくり」推

進することとしており、都市では、クルマのみに頼らず暮らす（安心・安全性の向上）、

道路では、楽しみに使える時間を増やす（移動時間の縮減）、交通移動をもっと自由にす

る（移動コストの緩和）の 3 つの視点で整理されています。 

また、公共交通ネットワークの考え方として、「幹・枝・葉の交通」のシームレスな接

続により、階層化された交通ネットワークを構築し、交通の効率化を図ることが示されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■拠点間を強力に接続する安定的で持続的な総合

交通システムの構築 
  

様々な交通手段で都市拠点である那覇市と沖縄

市、さらに都市拠点と各地域拠点をシームレスに

接続する総合的な交通システムを構築、自動車と

公共交通をベストミックスした環境の構築を目指

す 

幹の交通：都市拠点である那覇市と沖縄市を高

頻度に安定的に接続する高密度な

輸送機関の整備 

枝の交通：都市拠点と地域拠点を安定的に接続

する、自動車に劣らない安定的な

輸送機関の整備 

葉の交通：地域拠点と自宅や地域内の施設を安

心、安全に接続するラストマイル

交通を整備 

資料：都市交通マスタープラン 

 

図 １３２ 公共交通ネットワークの整備方針 

資料：「アフターコロナ時代に向けた地域交通の共創に

関する研究会 」中間整理（令和４年３月３０日） 

図 １３１ 参考：「幹・枝・葉の交通」のイメージ 
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③第 3期沖縄市まち・ひと・しごと創生総合戦略（R6～R12） 

沖縄市の今後目指すべき将来の方向を提示する「沖縄市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」では、地域ビジョン（目指すべき理想像）である「国際⽂化観光都市」の実現にむ

け、3 つの目標と 2 つの横断的な目標を定め、特に総合計画の施策のうち、地方創生に関

する取組を、基本目標、基本的方向、具体的な施策に沿って再構成し、デジタル技術も活

用した総合戦略として位置付けることによって、地方創生に向けた取り組みを総合的かつ

計画的に進めることとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

④沖縄市交通基本計画（H28）・第二期沖縄市総合交通戦略（R5） 

「沖縄市交通基本計画」で定めた基本理念や目標像の実現に向けて、総合戦略で重点

的・優先的に取り組むべき施策の実施主体や時期を明記し、施策の展開を図ることとして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■基本目標 3 魅力的な地域をつくる 
４．質の高い暮らしのためのまちの機能を充実する 
  

⑷安全で快適な交通環境を整備する 

〇総合的な交通体系構築の促進と道路の整備 

〇公共交通ネットワークの利便性向上 

【基本理念】人・文化・環境を
大切にする交通まちづくり 

⑤将来公共交通システムの導入検討

「15.公共交通網の再編」 

⑥交通弱者にも配慮した公共交通の

サービス水準･利便性の向上 

「16.公共交通の利用環境改善」 

■目標像①人の暮らしを支える、安

心・安全なまち  
➢ 基本⽅針３ 誰もが利⽤可能

な魅⼒ある公共交通の実現 

⑧魅力ある地域･観光資源等への回

遊性を高める交通環境の充実 

「18.地域・観光資源等への回遊性

の向上」 

■目標像②文化を育み、魅力あふれ

るまち 
➢ 基本⽅針４ まちの魅⼒向上

に向けた取り組み推進 

⑩かしこくクルマを使う 環境の構築

「20.モビリティマネジメントの実施」 

■目標像③環境にやさしく、未来に
つなぐまち 

➢ 基本⽅針５ 地域と共に⾏う
環境に配慮した道路交通施策
の推進 

資料：第二期沖縄市総合交通戦略 

図 １３３ 将来交通ネットワーク 
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⑤沖縄市交通拠点整備基本構想（R6） 

沖縄市がさらなる中核的役割を果たし、まちの活力を創出するための拠点づくりの実現

に向けて、沖縄市胡屋・中央地区の交通拠点整備の基本方針を示す「沖縄市交通拠点整備

基本構想」では、『ＫＯＺＡのみんなで作る、活力に満ちたまち』を将来像として、5 つ

の方針に基づき取組が進められています。 

基本方針②まちとまちの結びつきを強くする場づくりとして、基幹バスシステムや路線

バス、観光バス、高速バス、タクシー等との連携等により、都市間のアクセス機能の強化

を図ることとしています。 

また、基本方針③まちなかの結びつきを強くする場づくりとして、バス（路線、循環、

シャトル）、タクシー、その他交通手段（シェアサイクル、高齢者用乗り物、観光用乗り

物等）との連携 等により、地域内の回遊性向上を図ることとしています。 

 

⑥第 2次沖縄市観光振興基本計画（R4～R8） 

計画的かつ効率的に観光振興を図ることを目的とした「第 2 次沖縄市観光振興基本計

画」では、本市の異国情緒漂う街並みやライフスタイル、50 か国以上の外国人が暮らす国

際色豊かな風土と、伝統文化と異文化が融合した個性的な文化を源泉に、内外を魅了する

スポーツや芸能・音楽のエンターテインメントを活かした観光の創出で地域経済をけん引

し、地域社会のさらなる発展をめざして、3 つのあり方が示されています。 

公共交通に関する方針としては、「Ⅲ 戦略的な地域マネジメントによる観光振興」の中

で、観光来訪者の周遊性向上を図るため、空港や港湾、県内の周辺観光拠点から本市まで

のアクセス性の向上や市内各拠点を結ぶ二次交通・交通結節の交通の充実を図ることが示

されています。 

 

⑦第 6次沖縄市地域保健福祉計画（R4～R8） 

「第 6 次沖縄市地域保健福祉計画」では、今後の沖縄市における地域福祉の方向性を示

し、取組を着実に推進するとともに、社会福祉協議会の地域福祉活動計画と一体的に策定

することにより地域力の強化を図り、地域共生社会の実現をめざすことしています。ま

た、地域福祉として一体的に展開することが望ましい福祉分野以外の関連計画とも連携を

図りながら、誰もが安心して暮らすことができる社会を築く「福祉文化」が生き続けてい

くまちをめざし、基本理念を『ちゅいしぃじぃの心でつながり福祉文化が息づく沖縄市』

としています。 

公共交通に関する方針としては、基本目標４の「安全に暮らせる環境を作ろう」のなか

で、誰もが自由に外出や移動ができるよう、移動支援や市内循環バスの運行による移動等

の利便性の向上を図ることとしています。交通弱者を含む市民の移動の利便性等の向上が

求められています。 
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４-３.公共交通に求められる役割 
 

地域が目指す将来像や関連分野における公共交通に対する期待等から、沖縄市の地域公

共交通に求められる役割を以下の通り整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １３４ 沖縄市の公共交通に求められる役割 


